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研究要旨 

日本の医療提供は、地域における医療提供体制や診療科・専門医の配置など、偏在問題で多く

の課題が示されており、これらを解決するための取り組みが重要視されている。医師の配置数で

考えると、人口 10万人あたりの医師数は都道府県間で最大 2倍の格差があるとされている。し

かし実際には、需供ニーズの視点から考えた場合に、その地域における対象疾患数での評価が重

要となってくる。これまでにも同様な課題は存在していたが、各診療分野においてどのような品

質の医療が提供されているのか具体的に把握されていなかった． 

本研究は National Clinical Database（NCD）データの活用によって、日本における都道府県や二

次医療圏などの地域毎に医療提供体制の実態について実臨床データを用いて把握し、よりよい

医療提供が可能となる指標を確立し、地域課題の要因分析を行うものである。NCD データを用

いた都道府県や二次医療圏毎の医療提供について、地域毎の手術数や症例数、疾患別の症例分布

などを分析し実態を把握する。これまで具体的には把握されていなかったこれら状況を可視化

すること、地域毎の医療提供体制の過不足を予測し、適切な医療提供体制を検討することが可能

となる指標を確立する． 

本研究では，NCDに登録されている 2011年から 2020年手術症例データを用いて，外科専門
医制度上認められる術式に関して手術登録された施設診療科を対象に，①2019 年および 2020
年における手術症例数，②都道府県および二次医療圏単位で外科手術数の経年推移、③地域にお

ける医療機関の連携および集約化と治療成績および患者の移動時間との関連について評価可能

な指標案の検討を行い，地域医療における医療の質向上につながる要因の検討，④公表されてい

る人口将来推計値を用いて 2015年から 2045年までの手術症例数の将来推計を算出した． 
本研究では、高難度手術として食道切除再建術および急性大動脈解離を対象として集約化と

治療成績への関係を検討した。その結果、年間の経験症例数が少数の病院での治療を控えること

で地域として治療成績の向上が期待できることが示唆された．将来推計では、全国単位で検討し

た場合、食道切除再建術および急性大動脈解離手術共に、90歳以上については 2040年をピーク

として手術実施が増加することが見込まれた．また、85歳以上 90歳未満については、2035年に

症例数のピークを迎え 2040以降は減少傾向となることが明らかとなった． NCDデータの活用
によって，都道府県などの地域毎に医療提供体制の実態について臨床データを用いて把握する

ことが可能となるが，具体的な基準の設定については地域毎に詳細な検討が必要と考えられる. 
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はじめに 
本研究は，13 名の研究者で構成されてい

るが，班会議に相当する手術症例データに

関する運営委員会は，関係する各学会のデ

ータベース担当者等を含めると 20 名以上

で構成され，関連会議を随時開催し，メール

などを通じて本プロジェクトに関し頻繁な

検討を重ねている．分担研究者は，関係学会

の理事長クラスならびにデータベース運営

に必要なそれぞれの領域の専門家より構成

されており，今回の研究を実施するにあた

っては，様々な立場からこの研究の結果の

レビューや方向性について同委員会で意見

を発信した．従来ならば，個々の分担研究者

が分担部分の研究報告を行うところだが，

本研究は頻回に開催された各部門での検討

会議の内容を，各分担研究者が承認する形

式としたことを，まず記しておきたい． 

 
 

Ａ．研究目的 
日本の医療提供は、地域における医療提

供体制や診療科・専門医の配置など、偏在問

題で多くの課題が示されており、これらを

解決するための取り組みが重要視されてい

る。医師の配置数で考えると、人口 10万人

あたりの医師数は都道府県間で最大 2 倍の

格差があるとされている。しかし実際には、

需供ニーズの視点から考えた場合に、その

地域における対象疾患数での評価が重要と

なってくる。これまでにも同様な課題は存

在していたが、各診療分野においてどのよ

うな品質の医療が提供されているのか具体

的に把握されていなかった。このような状

況を踏まえ、患者の視点に基づいた良質な

医療を根拠に基づいて提供するため、専門

医制度との連携によって National Clinical 

Database（NCD）が 2010 年 4月に設立され、

2011 年 1月の手術症例より症例登録が開始

された． 
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NCD のネットワークは，平成 21 年度の

厚生労働科学研究「外科全手術症例数登録

とその解析のための学会間ネットワーク構

築に関する研究」及び，平成 22 年度の厚生

労働科学研究「外科全手術症例登録とその

解析のための学会間ネットワーク構築に関

する研究」の成果により構築された．その

後，平成 24 年度より厚生労働科学研究

「National Clinical Database を用いた医療資

源の現状把握並びに適正配置に関する研

究」，平成 26 年度より厚生労働科学研究

「National Clinical Database（NCD）を用いた

医療の質向上に関する研究」，平成 28 年度

より厚生労働科学研究「National Clinical 

Database を用いた領域横断的なアウトカム

解析による医療の質の向上に関する研究」,

平成 29 年度より厚生労働行政推進調査事

業補助金（地域医療基盤開発推進研究）

「NCD を活用した医療提供体制の構築に

関する研究」によって，NCD データベース

研究は順調に進捗しているところである．

NCD では共通調査票に基づいた体系的な

データ収集を行っており，2021 年 3月時点

では 5,400 以上の施設が参加し，1,200万症

例以上の症例情報が集積している1．また

NCDデータの登録率は95%以上となってお

り、日本国内の外科手術実績の実態を表す

大規模臨床データベースとなっている．

NCD は専門医制度と連携した臨床データ

ベースとしては世界に類を見ない規模であ

る一方で，臨床現場とインタラクティブな

コミュニケーションを行い医療の質向上を

支援する点も大きな特徴である．専門医制

度と連動した体系的な医療の質向上活動は，

世界に先駆けた取り組みであり，今後の国

際的な議論をリードすることが期待されて

いる．心臓外科分野が先行して取り組んで

きたベンチマーキング は，科学的に有効性

が確認された強固な手法であり，我々の検

証でも医療の質向上に有効であることが確

認されている。 

本研究は NCD データの活用によって，日

本における都道府県および二次医療圏とい

った地域毎に医療提供体制の実態を実臨床

データを用いて把握し，よりよい医療提供

が可能となる指標を確立し，地域課題の要

因分析をするものである．本研究では、NCD

データを用いて，都道府県単位および二次

医療圏単位での地域毎の医療機能の集約化

と治療成績および患者の移動負担について

実態把握する。また、公表されている人口将

来推計値を用いて 2015 年から 2045 年まで

の手術症例数の将来推計を算出したこれま

で具体的には把握されていなかったこれら

状況を可視化すること、地域毎の医療提供

体制の過不足を予測し、適切な医療提供体

制を検討することが可能となる指標を確立

する。 
本研究で行われる医療提供体制の実態把

握は、NCD に登録された手術症例データを

用いて実施する。NCD データから地域単位

での一般外科における手術手技や疾患別な

どの症例数を記述統計や地理情報等を用い

て可視化する。既に一部の領域では同様に

地域毎の実態把握に関する解析経験がある

ため、これまでの経験を一般外科全体へ応

用する形で実施する。 

本研究で予定する NCD を活用した地域

における医療提供体制の可視化によって、

現状では具体的に把握されていない地域単

位での受入症例数や疾患分布ついて可視化

することが可能となり、今後の適切な医療
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の機能分化に資する指標を確立する事が可

能となるものである． 

 
Ｂ．研究方法 
1. 手術症例の分析 
1.1 症例登録（データ収集）体制 

NCD 症例登録は Web を介して行い，施

設診療科を単位としてデータの蓄積を行っ

た．NCD 施設診療科登録ごとに，データの

責任者として診療科長が登録され，NCD主
任医師・NCD データマネージャーによるデ

ータの入力が可能である．登録データは，症

例ごとにNCD施設診療科長またはNCD主
任医師の承認が必要で，承認によって確定

されたデータのみが分析の対象となる．デ

ータの入力はいつ誰が行ったかの追跡が可

能となるようにシステムを設計している．

データの質を担保する要素の 1 つは「デー

タに対する責任者・入力者の明確化」であり

2，NCD では以上のような入力プロセスに

より「データの追跡可能性」を保証する体制

を構築している． 
また，正確なデータ入力をサポートする

機能として，未入力項目の一覧等を出力す

る機能や，重複登録の可能性がある症例の

一覧の確認が可能な機能も実装している．

さらに，NCD参加施設の担当者からの問い

合わせ窓口を設け随時対応を行うとともに，

Q&A の作成，学会によるデータマネージャ

ー会議の開催など3，正確なデータ入力のた

めの体制を構築している．以上の体制は，

2011 年から継続して行っている． 
 
1.2 収集データ 
収集データは，日本外科学会の外科専門

医制度を基盤とした 14 項目をベースとし

ている．外科専門医共通項目として収集し

ている情報は，患者生年月日，患者性別，手

術日，術式，術者・医籍番号，救急搬送の有

無および搬送元の郵便番号，緊急手術の有

無，入院日，外傷手術の有無などである．登

録される手術手技は，一般社団法人外科系

学会社会保険委員会連合の「手術報酬に関

する外保連試案」をもとに作成された NCD
術式を用いた．2019 年版 NCD 術式数は

2,657 術式、2020 年版NCD 術式数は 2,181
術式である．なお，1 回の手術に対して複数

の手術術式が同時に行われた場合には，最

大で 8 術式（術式 1～術式 8）まで登録が可

能である． 
また，外科専門医共通項目を基盤に，外科

専門医制度上のサブスペシャリティごとに

詳細な入力項目が設計され，術前情報（身

長・体重などの術前リスク）・術中情報（手

術に関する詳細情報など）・術後情報（術後

合併症の有無の転帰など）を収集し，NCD
術式と同様，年 1 回改訂が行われる． 
なお症例登録は，同一施設診療科内で「患

者単位」での登録が可能で，1人の患者に対

して複数回の入院・複数回の手術が行われ

た場合は，データ上で同一症例に対する入

院・手術であることが同定可能な形で，デー

タを集積している．また，重複登録を防ぐた

め，同一疾患に対して行われた複数の手術

は 1 症例として登録することとし，同一症

例に対する異なる部位の異なる疾患に対す

る手術は，1 件の手術としてカウント可能

なよう登録することとした． 
 
1.3 分析対象 
本報告書の対象症例は，2019 年および

2020 年に手術が実施された症例データを

5



対象とした．ただし以下の場合には，分析対

象症例から除外した． 
・ NCD 内で同一症例に対する重複登録の

可能性がある症例（NCD に登録された

症例のうち，「施設診療科・患者性別・患

者生年月日・手術日」が同一の場合） 
・患者性別・患者生年月日・手術日のいずれ

かに欠損がある症例 
・ NCDへの登録拒否症例 
 
1.4 解析方法 
1.4.1 施設数・施設診療科数の算出 

B.研究方法 1.3 分析対象に該当する症例

を登録した施設数・診療科数を算出した． 
 
1.4.2 手術症例数・手術件数の算出 
(1) 用語の定義 
前述の B.研究方法 1.2収集データで述べ

たように，NCD は 1 症例に対して複数回

の手術の登録，および，1 回の手術に対し

最大で 8 術式まで登録が可能である．その

ため，本報告書では，「手術症例数」，「手

術件数」を以下のように定義した． 
 
・手術症例数：NCD に登録されたデータの

うち，X 回目の入院の X 回目の手術を受け

た症例の 1 回の手術を「手術症例」として

表記した． 
 
・手術件数：X 回目の入院の X 回目の手術

を受けた症例について，1 回の手術で登録

された術式ごとの集計を行う場合（術式 1
～術式 8 のいずれかに登録された術式のカ

ウントする場合）を，「手術件数」として表

記した． 
 

(2) 外科専門医修練カリキュラムにおける

対象術式の手術症例数の分析 
まず分析対象症例に該当するデータから，

NCD2019 年手術症例数、2020 年手術症例

数を算出した． 
次に，一般社団法人・日本外科学会が定め

る「外科専門医修練カリキュラム」4（資料

1）に基づいて，①消化器・腹部内臓，②乳

腺，③呼吸器，④心臓・大血管，⑤末梢血管，

⑥頭頸部・体表・内分泌外科，⑦小児，⑧外

傷の 8 つの領域別に該当する手術症例数を

計算した．対象となる手術手技は，

NCD2019 年術式の 2,657 術式、NCD2020
年術式の 2,181 術式である． 
このうち，本報告書では NCD 関連学会

が参加している①消化器・腹部内臓，②乳

腺，③呼吸器，④心臓・大血管，⑤末梢血管，

⑥頭頸部・体表・内分泌外科，⑦小児の 7 つ

の領域について，領域別の主な手術症例数

を算出した． 
なお前述のとおり，NCD では 1 回の手術

について，その患者に対して行われた手術

の名称として，最大で 8 術式まで登録可能

である．本報告書の対象となる手術の実施

の有無は，術式 1～術式 8 のうち，外科専

門医修練カリキュラムで定められた領域ご

との「外科専門医制度上認められた術式」の

対象となる術式が選択されていた場合を，

該当手術が実施された症例として分析の対

象とした．また小児領域については，手術時

年齢が 16 歳未満の症例を分析対象とした． 
さらに，各領域の主な手術について，

NCD 術式ごとの手術件数を算出した．ただ

し，1 つの疾患に対する手術として，選択可

能な NCD 術式が複数存在する場合もある

ため，個々の NCD 術式別の手術件数を解

6



釈する場合には，注意が必要である． 
 
① 消化器・腹部内臓 
「食道」，「横隔膜・ヘルニア・腸間膜など」，

「胃など」，「十二指腸，胆管・胆嚢・胆道な

ど」，「肝臓」，「膵臓」，「脾臓」，「小腸・結腸

など」，「直腸など」，「その他」について，

2019 年は 582 術式、2020 年は 615 術式を

対象とした． 
 
② 乳腺 
乳腺悪性腫瘍手術に関する手術など，2019
年は 50 術式、2020 年は 39 術式を対象と

した． 
 
③ 呼吸器 
肺悪性腫瘍手術（開腹，胸腔鏡下）や肺切除

術など，2019 年は 319 術式、2020 年は 270
術式を対象とした． 
 
④ 心臓・大血管 
「心臓主要，心臓内血栓」，「心膜関連」，「冠

動脈バイパス術（初回，再手術）」，「心筋梗

塞合併症関連手術」，「弁形成（単発，多弁）」，

「一弁置換術」，「複数弁置換術」，「再弁置

換術」，「不整脈手術（Maze，その他）」，「先

天性」など，2019 年は 423 術式、2020 年

は 372 術式を対象とした． 
 
⑤ 末梢血管 
下肢静脈瘤抜去切除術やステントグラフト

内挿術，末梢動静脈瘻造設術など 2019 年は

218 術式、2020 年は 194式を対象とした． 
 
⑥ 頭頸部・体表・内分泌外科 
甲状腺悪性腫瘍摘出術，副甲状腺摘出術，リ

ンパ節摘出，気管切開術，創傷処理など， 
2019 年は 311 術式、2020 年は 288 術式を

対象とした． 
 
⑦ 小児 
ヘルニア手術，虫垂切除術など，2019 年は

499 術式、2020 年は 404 術式を対象とし

た． 
 
2. 地域単位の手術実績 

 本研究では、NCD に登録された 2011 年

から 2020 年の外科手術として症例登録さ

れた症例を対象に、性年齢階級別（0-4 歳、

5-9歳、10-14歳、15-19歳、20-24歳、25-29

歳、30-34歳、35-39歳、40-44歳、45-49歳、

50-54歳、55-59歳、60-64歳、65-69歳、70-

74歳、75-79歳、80-84歳、85-89歳、90歳

以上）に手術症例数を地域単位で集計した。

地域は、手術が行われた施設住所から都道

府県を同定した。集計は以下の項目につい

て実施した。 

・年別性別手術数 

・年別救急搬送の有無別性別手術数 

・年別緊急手術別性別手術数 

・年別麻酔科医の関与別性別手術数 

・都道府県別年別性別手術数 

・領域別年別性別手術数 

（領域：消化器外科、内分泌外科、小児外科、

乳腺外科、血管外科、呼吸器外科、心臓血管

外科-成人、心臓血管外科-先天性） 

※領域については、NCD 症例登録で専門医

と連携した領域であるため、結果の解釈に

は注意が必要である。 
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3. 消化器外科領域における高難度手術の

集約と治療成績 

3-1対象症例 
手術治療の経験数と治療成績につ

いて集約化の影響評価を行った。NCD
に登録された症例の中で、手術関連死

亡においてリスク調整が可能な術式

の中から「食道切除再建術」を対象と

した。  
 

3-2 リスク調整による標準化死亡比（O/E） 
 地域における「実測死亡率（O）」を

算出した。次に各症例の手術関連死亡

の有無を患者レベル変数で予測する

ロジスティック回帰モデルを作成し

た。先行研究 5より患者レベル変数を

特定し「予測死亡率（E）」を算出した

。地域の「実測死亡率（O）」/「予測死
亡率（E）」によって「標準化死亡比（

O/E比）」を算出した。（O/E比1＝実測

と予測が同等、O/E比<1＝予測よりも

少ない死亡、O/E比>1＝予測よりも多

い死亡となる）  
 
3-3 治療経験が少ない病院の定義 
 先行研究において、一定程度の治療

経験があることで治療成績が安定す

ることが知られている 6。本研究では、

年間症例数がX例未満（カットオフ値

の症例数は先行研究を参考にしつつ

データより算出）の施設を「Ultra- 
Low-Volume病院」として定義した。  
 
3-4 集約化の定義 
 都道府県毎にUltra-Low-volume病院

で治療した症例の割合を算出した。

2011-13年と2014-16年の割合を比較し

、2014-16年にUltra-Low-Volume病院で

治療した割合が 25％以上減少してい

る場合に「集約化都道府県」として定

義した。  
 

4. 心臓血管外科領域における治療経験数

と治療成績、患者の移動時間の実態 

4-1 分析対象 

本研究では、NCD に登録された 2013 年か

ら 2018 年の期間に心臓血管外科手術とし

て登録された症例の中から「A 型急性大動

脈解離」症例２９４９８例を対象とした。た

だし、移動距離・時間の解析においては、地

理情報の付与が困難（郵便番号の不正また

は項目欠損など）な症例を除き、2８,４３５

症例が対象となっている。 

 

4-2 解析方法 

4-2-1 施設あたりの症例数算出 

先行研究において、一定程度の治療

経験があることで治療成績が安定す

ることが知られている。本研究では、

各施設単位での当該疾患の年間平均

手術数をもとに、「2 例未満」「2 例以

上 5 例未満」「5 例以上 10 例未満」「10

例以上 15 例未満」「15 例以上 20 例未

満」「20 例以上 30 例未満」「30 例以上」

という 7 つ群へのカテゴリ分けを行

った。  

 

4-2-2 移動時間の算出 

 集約化を議論する上で、患者が医療機関

を受診する際の移動にかかる負担を考慮す

ることも重要である。本研究では、NCD

に登録された患者および施設の所在地情報

から緯度経度を同定し、Geographic 

Information System（GIS）を用いて 2点間

（患者所在地から病院所在地）における自

動車で陸路を移動した場合の移動時間

（分）を算出した。 
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4-2-3 地域カテゴリ 

 二次医療圏の人口密度に応じて「人口 100

万人以上または人口密度 2000人/km2」の基

準を満たした二次医療圏は「大都市型二次

医療圏」、「人口 20 万人以上または人口 10

万人−20万人かつ人口密度が 200人/km2 以

上」の基準を満たした二次医療圏は「地方都

市型二次医療圏」、これらの基準を満たさな

い二次医療圏は「過疎地域型二次医療圏」と

して定義した7。 

 

4-2-4 リスク調整（O/E比） 

適切な評価を行うためには、背景と

なる患者の重症度を適切に補正する

必要がある。本研究では、大動脈手術

の 手 術 死 亡 リ ス ク を 評 価 し た

JapanScoreで患者の術前因子を調整し

た。 JapanScoreを患者ごとの背景因子

から予測される「予測死亡率（E）」と

して使い、各手術ボリュームのカテゴ

リ毎に「実測死亡率（O）」/「予測死亡

率（E）」によって「O/E比」を算出し

た。（O/E比1＝実測と予測が同等、O/E

比<1＝予測よりも少ない死亡、O/E比

>1＝予測よりも多い死亡となる）  

 

4-2-5 統計解析 
 手術ボリューム毎に、施設数、症例数、

CPA、CPA割合、死亡数、粗手術死亡率、CPA
死亡数、CPA死亡率、リスク調整後の予測死

亡率、O/E比について記述した。また、移動

時間については、手術ボリューム毎に、5-95
パーセンタイル値を算出した。これらの記

述については、地域カテゴリ毎でも行った。 
 
5. 将来推計 

5-1対象症例 
NCDに登録された 2015年に実施さ

れた消化器外科領域における「食道切

除再建術」および心臓血管外科領域に

おける「急性大動脈解離手術」症例を

対象とした。  
 

5-2人口推計 
 国立社会保障・人口問題研究所が公

表する「日本の地域別将来推計人口（

平成30年推計）」を参考とした 8。  
 
5-3 手術症例の将来推計方法 
 日本の地域別将来推計人口（平成30
年推計）より、都道府県毎の2015年時

点性年齢階級別人口と 2015年の NCD
手術症例数より人口に対する手術割

合を算出した。得られた2015年時点の

人口に対する手術割合用いて 2020年
から 2045年までの将来人口に対する

手術症例数を算出した。得られた手術

症例の将来推計を日本全体・都道府県

単位で性年齢階級別に記述した。  
 

なお、各集計に際し、集計値が10未満または

、逆算により10未満の数値が一位に定まる

場合には「程度」とするなどマスキングを行

った。 
 

 
Ｃ．研究結果 
1. 手術症例の分析 
1.1 対象施設 
都道府県別の 2019 年および 2020 年 NCD

施設数の分布を表 1-1，1-2 に示す． 

 
1.2 手術件数 
外科専門医制度上認められる術式に該当

する NCD 術式が 1 つでも選択されていた

手術症例数は，2019 年の手術症例件数のう

ち 1,786,867件、2020 年の手術症例件数の

うち 1,489,529 件であった．さらに外科専
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門医制度上認められる領域別における手術

件数は，①消化器・腹部内臓は 896,131件，

②乳腺は 199,412 件，③呼吸器は 112,520

件，④心臓・大血管は 147,554件，⑤末梢

血管は 210,666 件，⑥頭頸部・体表・内分

泌外科は 169,770件，⑦小児は 50,814件で

あった．同様に 2020 年は，①消化器・腹部

内臓は 888,001件，②乳腺は 189,132件，③

呼吸器は 107,608 件，④心臓・大血管は

145,064件，⑤末梢血管は 201,520件，⑥頭

頸部・体表・内分泌外科は 168,039 件，⑦

小児は 51,406件であった． 
なお，各領域で対象となる NCD 術式が

重複している場合もあるため，これらの合

計は手術症例数の合計とはならない．また，

領域別の主な手術について，2019 年および

2020年NCD術式ごとの手術件数を表 2-1，
2-2 に示した．また NCD は，一部の領域で

内科治療のみを行った症例も登録されてい

る．そのため，NCD の登録施設数・診療科

数および手術症例数・手術件数とは一致し

ない． 
 
2．性年齢階級別手術実績 

本研究で解析対象となった各手術年の症例

数は，2011 年 1,165,337 例，2012 年 1,276,395

例，2013 年 1,370,401 例，2014 年 1,404,195

例，2015 年 1,466,619 例，2016 年 1,505,517

例，2017 年 1,524,335 例，2018 年 1,527,351

例，2019 年 1,558,465 例，2020 年 1,489,468

例であり 10 年分で 14,288,083 例であった．

（表 3） 

その他、年別救急搬送の有無別性別手術数

を表 4 に，年別緊急手術別性別手術数は表

5，年別麻酔科医の関与別性別手術数は表 6，

都道府県別年別性別手術数は表 7，領域別年

別性別手術数は表 8-1 から 8-8，全国および

都道府県別の 2011 年から 2020 年における

手術症例数の推移を図 1、図 2 にそれぞれ

示す．手術数全体でみると，2020 年の実績

は減少傾向にあった．一方で，救急搬送の有

無別，緊急手術別では前年と同等または多

少の増加傾向であった。 

 
3 高難度手術の集約化と治療成績 

2011 年から 2016 年に実施された食道切除

再建術を対象として、都道府県単位で集約

化と手術関連死亡についてまとめた結果を

表 9 に示す。食道切除再建術を実施する病

院数は、集約化都道府県において 2011 年に

232 施設、2012 年には 249 施設、2013 年に

は 250 施設、2014 年には 225 施設、2015 年

には 212 施設、2016 年には 208 施設と減少

傾向であった。粗手術死亡率については、

2011 年には 3.4％であったが、2012 年では

2.9％、2013 年では 3.1％、2014 年では 2.4％、

2015 年では 2.7％、2016 年では 1.8％と 2011

年から 2016 年にかけて手術死亡率が低下

していた。手術関連死亡 O/E 比について

2011 年から 2016 年までを確認すると、集約

化都道府県では 2012 年および 2013 年は 1.0

以上であったが、2014 年以降は 1.0 以下で

あった。手術関連死亡 O/E比が 2 以上の病

院の割合を比較すると、集約化都道府県で

は 2011 年から 2015 年にかけてその他の都

道府県よりも高い割合を示していたが、

2016 年には 7.2％へ低下しその他の都道府

県の 8.6％よりも割合が低い結果であった。 

集約化都道府県とその他の都道府県にお

ける 2013 年以前と 2014 年以降の症例数を

比較すると、集約化都道府県とその他の都

道府県それぞれにおいて症例数に大きな変
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化は見られなかった。1 施設あたり症例数で

は、集約化都道府県において 2011 年は 7.2

例、2012 年は 7.7 例、2013 年は 7.4 例と 2013

年以前は 7 例台であったが、2014 年には 9.4

例、2015 年 9.4 例、2016 年には 9.5 例と 2014

年以降は 9 例台へ増加していた。さらに、

2013 年以前と 2014 以降の手術死亡率に関

する集約化の影響を評価した差分の差分法

による推定値では、95%信頼区間は 1 を跨

いでいたものの、2013 年以前を基準として

点推定値は 0.856（95％CI：0.639 -1.147、

p=0.298）であった。 

 

3.心臓血管外科領域における集約化の影響 
3-1 手術ボリュームと治療成績 

3-1-1 手術ボリュームと治療成績（全体） 

 施設数および症例数は「5 例以上 10 例未

満」の 161 施設・6,381 例が最も多かった。

CPA割合は、「30 例以上」の 3.6％が最も高

い値であった。粗手術死亡率では、「2 例未

満」の 18.9％が最も高い値であった。CPA死

亡率では、「2 例未満」の 12.4％が最も高い

値であった。O/E比では、「2 例未満」の 1.52

が最も高い値であった（表 10）。 

 

3-1-2 地域類型 

過疎型に当てはまる施設は２８、地方都

市型が２４６、２６４が大都市型に分類さ

れた。 

 

3-1-2-1 手術ボリュームと治療成績（過疎地

域型） 

施設数および症例数は「5 例以上 10 例未満」

の 11 施設・454 例が最も多かった。CPA割

合は、「15 例以上 20 例未満」の 2.7％が最も

高い値であった。粗手術死亡率では、「2 例

以上 5 例未満」の 14.4％が最も高い値であ

った。CPA死亡率では、「2 例以上 5 例未満

（1 例）」の 100％が最も高い値であった。

O/E比では、「2 例以上 5 例未満」の 1.38 が

最も高い値であった（表 11）。 

3-1-2-2 手術ボリュームと治療成績（地方

都市型） 

  施設数および症例数は「5 例以上 10 例

未満」の 77 施設・3,094 例が最も多かった。

CPA 割合は、「2 例未満」の 4.0％が最も高

い値であった。粗手術死亡率では、「2 例未

満」の 18.2％が最も高い値であった。CPA死

亡率では、「2 例未満」「2 例以上 5 例未満」

の 50％が最も高い値であった。O/E比では、

「2 例未満」の 1.54 が最も高い値であった

（表 12）。 

 

3-1-2-3 手術ボリュームと治療成績（大都

市型） 

 施設数は「5 例以上 10 例未満」の 73 施設

が最も多かった。症例数は「30 例以上」の

4,273 例が最も多かった。CPA割合は、「2 例

以上 5 例未満」「5 例以上 10 例未満」の 4.1％

が最も高い値であった。粗手術死亡率では、

「2 例未満」の 21.7％が最も高い値であっ

た。CPA死亡率では、「30 例以上」の 51.2％

が最も高い値であった。O/E 比では、「2 例

未満」の 1.68 が最も高 

い値であった（表 13）。 

 

3-2 手術ボリュームと移動時間 

3-2-1 手術ボリュームと移動時間（全体） 

 移動時間の分布（5 パーセンタイル〜50

パーセンタイル〜95 パーセンタイル）は、

全体では 4.4-19.3-70.8 分、「2 例未満」では

3.2-12.6-56.2 分、「2 例以上 5 例未満」では

11



3.3-13.5-58.9 分、「5 例以上 10 例未満」では

3.7-16.9-65.9 分、「10 例以上 15 例未満」で

は 4.3-18.0-70.7 分、「15 例以上 20 例未満」

では 3.7-18.3-69.3分、「20例以上 30例未満」

では 5.6-23.3-67.8 分、「30 例以上」では 6.8-

23.5-77.3 分であった（表 14,図 3）。 

3-2-2 手術ボリュームと移動時間（過疎地

域型） 

同様に過疎地域型では、全体では 5.0-25.4-

66.6 分、「2 例未満」では 8.4-26.1-68.5 分、

「2例以上 5例未満」では 4.3-19.5-120.0分、

「5例以上 10例未満」では 4.3-21.9-57.2分、

「10例以上 15例未満」では 6.4-20.3-58.9分、

「15例以上 20例未満」では 7.6-29.9-84.5分、

「20 例以上 30 例未満」では 12.2-32.9-66.6

分であった。（「30 例以上」では該当症例な

し。）（表 15,図 4） 

3-2-3 手術ボリュームと移動時間（地方都

市型） 

 地方都市型では、全体では 4.2-22.8-82.5分、

「2 例未満」では 3.1-14.8-75.1 分、「2 例以

上 5 例未満」では 3.9-16.4-75.1 分、「5 例以

上 10 例未満」では 3.8-21.2-79.7 分、「10 例

以上 15 例未満」では 4.4-21.9-86.2 分、「15

例以上 20 例未満」では 1.5-22.4-83.7 分、「20

例以上 30 例未満」では 5.3-28.2-78.1 分、「30

例以上」では 6.9-28.4-87.3 分であった（表

16,図 5）。 

3-2-4 手術ボリュームと移動時間（大都市

型） 

 同様に大都市型では、全体では 4.4-17.1-

57.9 分、「2 例未満」では 3.0-10.6-36.6 分、

「2 例以上 5 例未満」では 3.0-11.6-42.9 分、

「5例以上 10例未満」では 3.7-13.7-45.9分、

「10例以上 15例未満」では 4.2-15.1-53.7分、

「15例以上 20例未満」では 4.6-15.6-50.6分、

「20例以上 30例未満」では 6.0-20.9-56.6分、

「30 例以上」では 6.6-21.9-74.0 分であった

（表 17,図 6）。 

 

4 将来推計 

4-1日本全体 

「食道切除再建術」「急性大動脈解離手術」

における 2015 年から 2045 年までの将来推

計結果を表 18-1 から 18-4 に示す。全国で見

た場合，食道切除再建術および急性大動脈

解離手術共に、90歳以上については 2040 年

をピークとして手術実施が増加することが

見込まれる．また、85歳以上 90歳未満につ

いては、2035 年に症例数のピークを迎え

2040 以降は減少傾向にある．ただし、症例

の多くを占める 70 歳以上という視点では、

2015 年から 2045 年の間で大きな変化はな

い．一方で、都道府県単位で推計値の変化を

確認すると、大都市圏は 2040 年頃まで増加

傾向にあるものの、地方都市などはすでに

症例のピークを迎えている都道府県もある． 

 
Ｄ．考察 
日本における外科手術の全数把握を行い，

科学的な目的で手術情報を集積・分析する

ことは，外科医療の発展に寄与し，さらに市

民に適切な外科医療を提供する根拠となる

9．そのためには，手術が行われている全医

療機関を対象とした，全ての手術症例が登

録されたデータベースが必要となる．現在，

日本で利用可能な他の手術症例データは，

限られた医療機関，または限られた手術の

データである場合が多い． 
NCD の 2011 年手術症例データの分析で

は，主要な手術において手術件数を比較し，

95％以上のカバー率であることが示されて
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おり10，2012 年以降の症例についても，参

加医療機関の増加等および参加領域の拡大

によって，より多くの手術が集積され，より

登録率の高いデータベース事業となったこ

とが示されている11．これら悉皆性の高い

データを活用することで，日本における都

道府県などの地域毎に医療提供体制の実態

を実臨床データを用いて把握することが可

能となり，よりよい医療提供を行うために

必要な地域の課題の要因分析が行えるもの

となることが期待できる． 
本研究により，NCD における 2019 年

および 2020 年手術症例について，外科専門

医制度上で認められた手術を登録した施設

の都道府県別の分布，手術症例数，消化器・

腹部内臓，乳腺，呼吸器，心臓・大血管，末

梢血管，頭頸部・体表・内分泌外科，小児の

7 つの領域別の手術症例数および各領域の

主な手術に対する手術件数が明らかとなっ

た．また，これまで NCD に蓄積された症例

数を連結したことで，2011 年から 2020 年

の約 1,400 万症例という大規模な臨床デー

タを活用することが可能となった．年間

150 万症例以上の悉皆性の高い臨床データ

を有する例は国内外でも他になく，NCD デ

ータを活用することで日本の実態を表すこ

とが可能となるものであると考える． 
機能連携の評価方法については，症例の

集約と治療成績および地域における医療機

関の再編統合の実態について評価した．指

標として検討した機能連携の割合が高い都

道府県では，機能連携の指標と都道府県の

標準化死亡比には一定程度の相関が認めら

れた． 
技術集積と転帰の関係については、長年

にわたる医療技術の進歩にも関わらず依然

として良好とされている12。日本においては、

高齢化・人口減少による患者の減少及び分

散が懸念されるなかで、食道切除再建術を

行う施設の集約化がすでに始まっている可

能性がある1314。また，集約化を行った場合，

患者の移動距離に関する課題はあるものの，

治療成績へ悪い影響を与えることなく医療

の質向上につながる結果も得られている15。 

本研究では、2013 年以前と 2014 年以降

の集約化の効果を推計した結果では、信頼

区間は 1 を跨いでいたものの、点推定値は

1 を下回っていた。一方で、技術集積を基準

とした集約化のためには、慎重な判断に基

づいて適切なカットオフポイントを示すこ

とが重要となる。また、症例の集約以外にも

人的資源、物的資源、教育体制、組織文化な

ど他の多くの要素も転帰に関連している可

能性が考えられる。そのため、症例の集約化

は地域の医療政策に必要な要件ではあるが、

地域医療の充実のためには集約化だけでは

十分なものでは無い。さらに、集約化につい

ては地域単位で議論することも重要である。

この議論は地域医療政策という枠組みだけ

ではなく、医療従事者の働き方や医療設備

の有効活用という様々な視点での議論が必

要となるものである。集約化の議論は地域

単位で慎重に進める必要があるものの、集

約化によって技術集積性が高まり、医療資

源を効率的に使用可能となることが予想さ

れる。医療の質という点において，これまで

には専門医数やカンファレンスの開催によ

って治療成績への影響について研究が行わ

れている1617181920．地域医療という視点にお

いても，当該地域で医療資源がどのように

配置されているかといったストラクチャー

指標や，医療資源の連携活用も含めて限り
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ある資源をどのように有効活用しているか

といったプロセス指標での評価，またそれ

らによってどのような影響（治療成績への

影響，地域における再編統合など）があるの

かについても検討する事が重要となる．ま

た、評価対象とする期間においても、複数ま

たは長期的かつ大規模なデータを用いてリ

アルタイムに状況を把握しながら議論する

ことが必要である。 

NCD を用いて急性大動脈解離手術の手術

ボリュームと治療成績および患者の移動時

間を評価した。手術ボリュームと治療成績

の関係においては、年間 2 例未満の施設で

治療した場合には、他の手術ボリュームと

比べた場合に O/E 比が高かった。一方それ

以上の施設における成績については最大ボ

リューム群（＞年平均３０症例）と比較して

そこまで大きな差は認めなかった。また、移

動時間については、全体では、患者所在地か

ら治療病院までの距離から算出された移動

時間の中央値は 20 分程度であった。一方で、

移動時間を地域カテゴリ別に 5 パーセンタ

イル値から 95 パーセンタイル値で比較す

ると、過疎地域型で 5.0-66.6 分、地方都市型

で 4.2-82.5 分、大都市型で 4.4-57.9 分と、地

域によって移動時間が異なることが確認さ

れた。集約化を検討する上では地域に応じ

た議論が必要であることが示唆されるもの

である。 

本来であれば、心臓血管外科医数、心臓血

管外科専門医数、麻酔科医数、ICU ベッド

数、救急医数、循環器内科数、外勤状況など

の情報を加えた上でさらに丁寧な分析をす

ることが求められる。しかしながら

JCVSD/NCD のデータには上記の情報は含

まれておらず現実からはかけ離れた限られ

た条件下での分析となってしまう。とはい

えこのような距離と地域分布、症例数に関

する全国的解析は皆無であり、現状把握と

将来展望のために大きな一歩となるものと

期待する。 

また，人口将来推計および NCD の 2015

年手術データを用いて，食道切除再建術お

よび急性大動脈解離手術における 2015 年

から 2045 年までの手術症例数の将来推計

を行った．全国で見た場合、食道切除再建術

および急性大動脈解離手術共に，90歳以上

については 2040 年をピークとして手術実

施が増加することが見込まれた．また，85

歳以上 90 歳未満については，2035 年に症

例数のピークを迎え 2040 以降は減少傾向

となっていた．症例の多くを占める 70歳以

上については、2015 年から 2045 年の間で

大きな変化はないと考えられる結果であっ

た．一方で、都道府県単位で推計値の変化を

確認すると、大都市圏は 2040 年頃まで増加

傾向にあるものの、地方都市などはすでに

症例のピークを迎えている都道府県も確認

された．地域医療政策を検討する上で、全国

一律での判断を行うのではなく、地域の実

態に応じた対策を検討する必要があること

が示唆されるものである． 
本研究で扱った分析結果については，手

術難易度に応じた検討の必要性，地域特性

（地理的要因），施設要因などを十分に考慮

する必要があるものである．また，技術集積

性については，症例数が多ければ多いほど

治療成績が向上するものでは無いことにも

注意が必要である．2015 年データを用いた

将来推計に関しては，2015 年時点の医療体

制（例えば流入流出，手術適応など）が継続

されていることを考慮する必要がある．再

14



編統合の程度を上げると（例えば、年間 20

例以上の治療実績がある医療機関への統合

など），その基準をクリアする医療機関が地

域には存在せず、2 次医療圏や 3 次医療圏

を越えた統合モデルの検討が必要となる．

またその場合には、患者の地理的な移動距

離増加に伴う負担の増加が発生することと

なる。一方で、集約化については既にがんや

心臓領域など多くの領域で検討され、医療

の質向上に繋がることが示されている

21222324252627。 

再編統合の方法を現実的にとらえた場合，

“無理に治療を行うのではなく，当該治療を

得意とする近隣医療機関への紹介”という

体制が重要となる．そのため，地域における

医療機関の連携や再編統合は，医療機関を

無くすことではなく，連携体制強化によっ

て地域全体で患者を支える仕組みが重要で

あると考える． 
 
Ｅ．結論 
本研究により，NCD における 2019 年、 

2020 年手術症例について，外科専門医制度

上で認められた手術を登録した施設の都道

府県別の分布，手術症例数，消化器・腹部内

臓，乳腺，呼吸器，心臓・大血管，末梢血管，

頭頸部・体表・内分泌外科，小児の 7 つの

領域別の手術症例数および各領域の主な手

術に対する手術件数が明らかとなった．ま

た，これまでに蓄積されたデータの連結に

よって，2011 年から 2020 年までの約 1,400
万例（年間約 150万例）という大規模な臨

床データを活用することが可能となった。 
NCD データを活用することで，都道府県

や二次医療圏など地域における手術実績お

よび治療成績の実態把握が可能となる．ま

た、地域における集約や再編統合による影

響を経年で評価することが可能である．一

方で，再編統合など地域医療連携について

は一つのモデルが全ての地域に対して一般

化できるものでは無いため，地域特性や治

療方法など実態を十分に考慮したうえで検

討することが必要である．将来的に患者数

が減少する中で，地域における医療の質担

保のためには機能集約や再編統合が必須と

なる． 
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令和２年度厚生労働科学研究費補助金 

（厚生労働行政推進調査事業［地域医療基盤開発推進研究事業］） 

研究報告書 

研究課題名：地域医療構想の実現のためのNCDの利活用についての政策研究 

課題番号：20IA2002 

分担研究者：香坂 俊（慶應義塾大学 医学部 循環器内科 専任講師） 

研究要旨：本分担研究では、2019 年と 2020 年に行われた手技数の比較を行い、さらに公表されている

COVID 発症数や医療提供体制と PCI 手技との関連（特に急を要する ST 上昇型急性心筋梗塞［STEMI］に

対する PCI 手技への影響）の検討を行った。両年の PCI 手技総計は 45 万件以上であり、大規模な集計

結果の解析が可能であった。2020 年、COVID は PCI 手技の多方面に影響を及ぼしたものと考えられ、

全体として一年を通し PCI の手技の成績の悪化が認められた。特に急性期治療を要する STEMI 症例に

対して行われる PCI での治療成績の悪化が顕著であり（STEMI 症例での院内死亡率は前年が 5.7% であ

ったのに対し 2002 年は 6.2%）、患者背景で補正してもおおよそ 8％程度は死亡率が上昇しているもの

と推測された。その要因としては、医療施設での「受け入れ制限」が挙げられ、その施設が「入院制

限」という状況下では PCI 手技までの時間（DTB）は延長する傾向にあり、さらに「入院停止」にまで

至った施設で STEMI 症例の PCI が実施されることは稀であった。 

A. 研究目的

2020 年より世界的に感染が流行している新型コロ

ナウイルス（COVID）によって、医療提供体制にも多

大なる影響が発生している。例えば必要な集中治療

病床を確保し、必要な集学的な治療を実施するため、

外科手術や侵襲治療に関する体制の変化を余儀な

くされたり、あるいはより広義の感染防御のために来

院や入院を制限せざるを得なかったりといった事例

等も存在する。地域医療という視点において、今後

もコロナウイルス感染者の受け入れ医療機関の提供

体制は逼迫する可能性が見込まれ、特定の施設へ

の患者集中や高度な治療を必要とする症例の移動

などが想定される。 

NCD は日本を代表する大規模臨床データベー

スであり、登録されるデータの質（正確性や悉皆

性）が高いことが知られている。こうした質の高

いデータを用いることで日本の全体像を把握す

ることが可能であり、今後も継続可能な医療体制

を構築するために本研究は重要なものとなる。こ

うした背景を含め、本分担研究では COVID流行期

の NCD 基盤データを用いて、経皮的冠動脈インタ

ーベンション(PCI)を始めとする高度な治療が当

該期間中にどのように実施されたのか、具体的に

患者予後に影響を与えたのか、そして施設によっ

てそれがどのように異なっていたのかを 2019 年

の同時期のデータと比較し、実態評価を行う。評

価にあたっては、特に緊急事態宣言や地域のコロ

ナウイルスの感染状況がどのように関連したか、

またそれが手技の緊急性によってどのように異

なったかを検討する。 

B. 研究方法

本分担研究ではCOVID流行下に実施されたPCI

手技の実態に関して調査を行った。具体的には、

2019年と2020年に行われた手技数の比較を行い、

さらに公表されている COVID 発症数や医療提供

体制と PCI 手技との関連（特に急を要する ST 上

昇型急性心筋梗塞［STEMI］に対する PCI 手技へ

の影響）の検討を行った。 
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C. 研究結果 

【COVID禍における PCI 手技実数】 

PCI が実施された症例数に関しては 2019 年が

253,227 例、2020 年は 292,805 例であった。それ

ぞれの患者背景に関しては表１（本資料末に提

示）に示しているが大きな差異は認めていない。

また月別の症例数の偏位については図１（同）に

示す。2020 年 4 月は明らかに全ての PCI あるい

はSTEMI症例に対するPCIいずれも前年比で減少

しており(81.9%, 86.5%)、その分 6月から 8月に

かけて双方とも症例数の増加がみられた。 

 

【COVID禍における PCI 手技成績】 

PCI 手技実施後の院内粗死亡率は全体で 1.7% 

vs 2.0%（2019 年実施症例 vs. 2020 年実施症例）、

STEMI 症例に限って 5.7% vs 6.2%と 2020 年で有

意に増加していた。STEMI 症例に関しては患者背

景を加味した統計的な補正を行っている

（logistic regression model）。具体的には年齢、

患者性別、高血圧、糖尿病、脂質異常症、喫煙、

腎不全、維持透析、PCI歴、CABG 歴、心不全の既

往、心筋梗塞の既往、慢性肺疾患(COPD)、末梢血

管障害(AAA/PAD)に関して補正を行い、その結果

として、2020 年の院内死亡の補正危険率は 2019

年と比較し 1.080倍 (95%信頼区間：1.022-1.142

倍)という結果を得ている（約 8％の増加）。なお、

STEMI 症例における手技実施までの時間（door to 

balloon time [DTB]）は 2019 年と 2020 年で

0.0753 (-0.688 to 0.839)分しか差を認めておら

ず、これは統計的にも有意ではなかった。 

 

【COVID 患者発生数による PCI 手技への影響】 

2020 年 03 月 18日以降は、都道府県別の COVID

発症数が、https://www.stopcovid19.jp/に集計

されている。明らかなエラーと考えられる福島県

2021 年 4月 5日、愛知県 2020 年 4月 11日、三

重県 2021年2月 24日のデータを修正したうえで

本解析にそのデータを用いた。具体的には、「都

道府県別の発生数」と「都道府県別の週間平均発

生数(移動平均)」を算出し、こちらとの PCI 手技

成績との関連を検討した（両者とも連続値として

logistic regression model の構築を実施）。結

果、この双方のパラメーターと院内死亡との関連

は認めなかった。 

しかし、STEMI 症例における手技実施までの時

間 DTBはCOVID患者が「1人発生するごとに0.015

分延長」していた（統計的に有意な水準）。また、

県内に COVID 患者が発生しない場合と比較し、１

人以上 COVID 患者がであった場合にくらべ DTB

は 1.73分長くなり（統計的に有意な水準）、また

県内人口の 0.1%を超える数 COVID 患者が発生し

た日は DTBは 3.24 分長いという結果が得られて

いる（同）。これらの DTBに関する影響は統計的

な補正を行ってもほぼ同様の結果が得られてい

る。 

なお、COVID が 1 例以上発生した日の

presentationは STEMI 18%に対して、COVID が 0

例である日は 20%であった。STEMI 症例に限ると、

DTBはCOVIDが1例以上発生した日は84分、COVID

が 0 例である日は 82 分と差を認めた。ただ、季

節の変動もあり、COVID と直接関連があると断定

するのは困難であった。そのため、COVID が県内

で発生した数を県内の2019年10月の推定人口で

割った比を用い同様の検討を行っている。STEMI

の割合はいずれも 18%であり、この結果は季節性

の変化(冬に STEMI 症例が多い)がキャンセルさ

れたものと捉えられる。ただし、DTBは COVID が

県内で 0.1%より多く発生した日は 86 分、COVID

が県内で0.1%以下しか発生しなかった日は83分

と差を認めた。 

 

【医療体制提供の PCI 手技への影響】 

2020 年 5月 18日以降に全国 8343施設に対し

て内閣府が全国医療機関の医療提供体制の状況

を 調 査 し た デ ー タ が あ り

(https://corona.go.jp/dashboard/)、「救急」、
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「入院」 、「外来」、「外来（土日）」、「外来（平

日）」、「透析」、「 化学療法 」に対して、それぞ

れ 「通常」、「制限」、「停止」、「設置なし」、「未

回答」と分類されている。NCD に登録された 1223

施設を、上記の 8343施設とマッチできた施設が

1193 施設あり、そうした施設の医療提供のレベ

ルによる解析も行っている（なお、マッチできな

かった施設の多くはハートセンターであり、おそ

らく病院ではなく外来診療を主体とする医院と

考えられる）。 

「救急」を「制限・停止」した状態下で STEMI

に対し PCI が実施された割合は 14%であり、そう

でない場合の 18%と比較して有意に低い結果で

あった。また、同様に「入院」を「制限・停止」

した状態下でSTEMIに対しPCIを行われた割合は

15%とそうでない場合の 19%と比較して有意に低

い結果が得られた。「救急」を「制限・停止」と

した状態でも DTB に有意な変化は見られなかっ

たが、「入院」を「制限」した状態では、DTB が

87 分と有意に延長していた。また「入院」を「停

止」した状態では、STEMI 治療はわずか 7 件しか

行われていなかった。 

 

D. 考察・結論 

 日本心血管インターベンション学会（以下、

CVIT）では冠動脈インターベンション手技

（percutaneous coronary intervention, PCI）

の全国登録を2013年からNCD上で実施している。

PCIは 2020年現在年間 25万件ほどが実施されて

おり、急性期ならびに症候性慢性期の冠動脈疾患

に対してその治療戦略の中心的な位置を占めて

いる。コロナ禍にあってもその位置付けは変わっ

ていないが、2020 年 3 月以降、社会的な情勢の

変化とともに PCI の実施にも影響が表れている

ことが、日本のみならず世界各国から指摘されて

いる（例. 医療者側の COVID 対応による負担増に

影響された PCI 手技実施の遅れや成績の悪化、さ

らに患者側の診療控えの影響による症例の重症

化等）。 

今回我々の検討でもCOVIDはPCI手技の多方面

に影響を及ぼしたものと考えられ、全体として

2020 年は一年を通し PCI の手技の成績の悪化が

認められた。特に急性期治療を要する STEMI 症例

に対して行われる PCI での治療成績の悪化が顕

著であり（STEMI 症例での院内死亡率は前年が 

5.7% であったのに対し 2002 年は 6.2%）、患者背

景で補正してもおおよそ 8％程度は死亡率が上

昇しているものと推測された。その要因としては、

医療施設での「受け入れ制限」が挙げられ、その

施設が「入院制限」という状況下では PCI 手技ま

での時間（DTB）は延長する傾向にあり、さらに

「入院停止」にまで至った施設で STEMI 症例の

PCI が実施されることは稀であった。 

 

E. 論文発表・学会発表 

今後内科・循環器内科関連学会にて発表の後、

論文化の予定 
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＜資料＞ 
表. 2019 年と 2020 年に実施された PCI 手技の患者背景ならびに手技詳細に関する比較 

 
LABEL LEVEL PCI 施行年_2019 

(N=253227) 

PCI 施行年_2020 

(N=292805) 

年齢.歳. 
 

71±11 71±11 

患者性別 男性 193656 (76%) 224427 (77%) 

併発疾患.高血圧. Yes 190263 (75%) 221523 (76%) 

併発疾患.糖尿病. Yes 112692 (45%) 132809 (45%) 

併発疾患.脂質異常症. Yes 167362 (66%) 196073 (67%) 

併発疾患.喫煙. Yes 76045 (30%) 89031 (30%) 

併発疾患.腎不全. Yes 53832 (21%) 68529 (23%) 

併発疾患.維持透析. Yes 17456 (6.9%) 21317 (7.3%) 

PCI 歴 有 113794 (46%) 131403 (46%) 

CABG 歴 有 8233 (3.3%) 9750 (3.4%) 

心不全の既往 有 37588 (15%) 46313 (16%) 

心筋梗塞の既往 有 55536 (22%) 66042 (23%) 

併発疾患.慢性肺疾患 Yes 6658 (2.6%) 8805 (3.0%) 

併発疾患.末梢血管障害 Yes 19700 (7.8%) 23826 (8.1%) 

PRESENTATION 
   

  ST 上昇型 44347 (18%) 53256 (18%) 

  非 ST 上昇型 14696 (5.8%) 18892 (6.5%) 

  不安定狭心症 36019 (14%) 40285 (14%) 

  安定狭心症 87258 (34%) 98620 (34%) 

  陳旧性心筋梗塞 10466 (4.1%) 11421 (3.9%) 

  無痛性虚血性心疾患 37412 (15%) 42577 (15%) 

  その他 2204 (0.87%) 2446 (0.84%) 

  不明 2285 (0.90%) 2630 (0.90%) 

  Staged PCI 18289 (7.2%) 22377 (7.7%) 

STEMI Yes 44347 (18%) 53256 (18%) 

NSTEMI Yes 14696 (5.8%) 18892 (6.5%) 

UA Yes 36019 (14%) 40285 (14%) 

ACS Yes 95062 (38%) 112433 (38%) 

X24 時間以内の心肺停止 有 4953 (2.0%) 6159 (2.1%) 

X24 時間以内の急性心不全 有 10693 (4.3%) 12704 (4.4%) 

X24 時間以内の心原性ショック Yes 8582 (3.5%) 10864 (3.8%) 

X1 カ月以内に症状を有した症例の分類. Yes 708 (0.28%) 876 (0.30%) 
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ステント血栓症. 

X1 カ月以内の症状の有無 有 184861 (73%) 213984 (73%) 

術前画像.負荷検査の施行 有 83964 (60%) 95746 (61%) 

検査の内容.冠動脈 CT. Yes 42721 (51%) 50928 (53%) 

検査の内容.負荷心電図. Yes 11793 (14%) 12403 (13%) 

検査の内容.負荷シンチ. Yes 16085 (19%) 17684 (18%) 

検査の内容.負荷エコー. Yes 582 (0.69%) 669 (0.70%) 

検査の内容.負荷 MRI. Yes 377 (0.45%) 522 (0.54%) 

検査の内容.FFR. Yes 19483 (23%) 22998 (24%) 

検査の内容.その他. Yes 12033 (14%) 11815 (12%) 

術前抗血小板薬の使用 有 234327 (93%) 272412 (93%) 

術前抗血小板薬の種類.アスピリン. Yes 225983 (96%) 261353 (96%) 

術前抗血小板薬の種類.クロピドグレル. Yes 88557 (38%) 102824 (38%) 

術前抗血小板薬の種類.プラスグレル. Yes 127047 (54%) 148976 (55%) 

術前抗血小板薬の種類.チカグレロル. Yes 418 (0.18%) 435 (0.16%) 

術前抗血小板薬の種類.その他の抗血小

板薬. 

Yes 5400 (2.3%) 6051 (2.2%) 

術前経口抗凝固薬の使用 有 17664 (7.0%) 21512 (7.3%) 

術前経口抗凝固薬の種類.ワーファリン. Yes 5372 (30%) 5627 (26%) 

術前経口抗凝固薬の種類.ダビガトラン. Yes 885 (4.9%) 855 (3.9%) 

術前経口抗凝固薬の種類.リバロキサバ

ン. 

Yes 3214 (18%) 4242 (19%) 

術前経口抗凝固薬の種類.アピキサバン. Yes 4005 (22%) 5061 (23%) 

術前経口抗凝固薬の種類.エドキサバン. Yes 3998 (22%) 5568 (25%) 

術前経口抗凝固薬の種類.その他の抗凝

固薬. 

Yes 834 (4.6%) 628 (2.9%) 

アクセスサイト 
   

  大腿動脈 53829 (21%) 57543 (20%) 

  橈骨動脈 185840 (73%) 218824 (75%) 

  その他 13558 (5.4%) 16438 (5.6%) 

病変数.１枝. Yes 163409 (65%) 187672 (64%) 

病変数.２枝. Yes 60951 (24%) 71319 (24%) 

病変数.３枝. Yes 28022 (11%) 32887 (11%) 

病変数.主幹部. Yes 9856 (3.9%) 11730 (4.0%) 

罹患枝数 
   

  1 vessel 159852 (63%) 183297 (63%) 

  2 vessels 57730 (23%) 67610 (23%) 
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  3 vessels 25789 (10%) 30168 (10%) 

  Left main disease 9856 (3.9%) 11730 (4.0%) 

病変の部位.RCA..右冠状動脈.. Yes 83809 (33%) 96439 (33%) 

病変の部位 .LM.LAD...左冠状動脈主管

部.前下行枝.. 

Yes 135086 (53%) 156996 (54%) 

病変の部位.LCX..左冠状動脈回旋枝.. Yes 61805 (24%) 70703 (24%) 

病変の部位.グラフト病変. Yes 991 (0.39%) 1253 (0.43%) 

病変の部位.その他. Yes 351 (0.14%) 408 (0.14%) 

Door.to.balloon.time 有 35881 (100%) 44215 (100%) 

Door.to.balloon.time_分 
 

83±57 83±55 

造影剤使用量 
 

129±68 129±69 

PCI 施行にあたっての補助循環デバイス

の使用 

有 10329 (5.1%) 13133 (5.5%) 

デバイス種類.IABP. Yes 9096 (88%) 11370 (87%) 

デバイス種類.PCPS. Yes 2240 (22%) 2812 (21%) 

デバイス種類.Impella. Yes 390 (3.8%) 679 (5.2%) 

デバイス種類.LVAD. Yes 3 (0.029%) 3 (0.023%) 

デバイス種類.その他. Yes 599 (5.8%) 856 (6.5%) 

IABP.タイミング 
   

  術後 1975 (22%) 2395 (22%) 

  術前 3862 (43%) 4801 (43%) 

  術中 3115 (35%) 3938 (35%) 

PCPS.タイミング 
   

  術後 176 (7.9%) 227 (8.2%) 

  術前 1453 (65%) 1729 (63%) 

  術中 596 (27%) 797 (29%) 

その他.タイミング 
   

  術後 36 (5.9%) 40 (4.7%) 

  術前 271 (44%) 395 (47%) 

  術中 304 (50%) 408 (48%) 

使用機器.バルーン. Yes 219988 (87%) 257556 (88%) 

使用機器.薬剤溶出バルーン. Yes 44539 (18%) 55334 (19%) 

使用機器.金属ステント. Yes 875 (0.35%) 589 (0.20%) 

使用機器.薬剤溶出ステント. Yes 209790 (83%) 240024 (82%) 

使用機器.ロータブレーター. Yes 10694 (4.2%) 12848 (4.4%) 

使用機器.血栓吸引. Yes 28936 (11%) 33606 (11%) 

使用機器.遠位部保護. Yes 6040 (2.4%) 6965 (2.4%) 
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使用機器.ワイヤー.デバイス不通過. Yes 4684 (1.8%) 5280 (1.8%) 

使用機器.その他. Yes 9489 (3.7%) 7824 (2.7%) 

使用機器.不明. Yes 195 (0.077%) 198 (0.068%) 

使用機器.生体吸収性スキャフォールド. Yes 202 (0.080%) 545 (0.19%) 

使用機器.DCA. Yes 1817 (0.72%) 1910 (0.65%) 

手技に関する合併症.院内死亡. Yes 4388 (1.7%) 5747 (2.0%) 

手技に関する合併症.PCI 手技による心

筋梗塞. 

Yes 1346 (0.53%) 1827 (0.62%) 

手技に関する合併症.心タンポナーデ. Yes 407 (0.16%) 445 (0.15%) 

手技に関する合併症.補助循環や強心薬

を必要とした心不全.ショック. 

Yes 2181 (0.86%) 2873 (0.98%) 

手技に関する合併症.ステント血栓症.院

内発症.. 

Yes 382 (0.15%) 432 (0.15%) 

手技に関する合併症.緊急手術. Yes 247 (0.098%) 232 (0.079%) 

手技に関する合併症.すべての出血性合

併症 

Yes 902 (0.36%) 1106 (0.38%) 

手技に関する合併症.輸血を必要とする

出血性合併症.アクセスサイト.. 

Yes 497 (0.20%) 620 (0.21%) 

手技に関する合併症.輸血を必要とする

出血性合併症.非アクセスサイト.. 

Yes 423 (0.17%) 504 (0.17%) 

手技に関する合併症.その他. Yes 1620 (0.64%) 2068 (0.71%) 
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図. 2019年から 2020年までの PCI症例の月別の推移 
 

 
Ratios between 2019 and 2020 for the daily number of patients who underwent percutaneous coronary intervention (PCI) in the overall patients (A) and patients 

with ST-segment elevation myocardial infarction (STEMI) (B). 

 In the upper panel, the horizontal lines indicate ratios, whereas the vertical lines indicate their 95% confidence intervals. In the lower panel, the daily numbers 

of overall patients who underwent PCI in 2019 and 2020 are shown. A presentation on off days (i.e., Saturday, Sunday, and national holidays) was included in 

the models as an explanatory variable.PCI, percutaneous coronary intervention; STEMI, ST-segment elevation myocardial infarction. 

（引用：Kyohei Yamaji et al. The Lancet Regional Health – Western Pacific. In press） 
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tion in Patients with
 Chronic Total Occlus
ion. 

J Clin Med 9(5) 
1319 

2020 

Aikawa T, Yamaji
 K, Nagai T, Koh
saka S, Kamiya 
K, Omote K, Inoh
ara T, Numasawa 
Y, Tsujita K, Am
ano T, Ikari Y, 
Anzai T. 

Procedural Volume and
 Outcomes After Percu
taneous Coronary Inte
rvention for Unprotec
ted Left Main Coronar
y Artery Disease- Rep
ort From the National
 Clinical Data (J-PCI
 Registry). 

J Am Heart As
soc 

9(9) e015404 2020 
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Inohara T, Saw 
J, Kohsaka S, Fu
kuda K, Fushimi 
K. 

Treatment pattern and
 outcome of spontaneo
us coronary artery di
ssection in Japan. 

Int J Cardiol Online ahea
d of print 

 2020 

Kohsaka S, Kumam
aru H, Inohara 
T, Amano T, Akas
aka T, Miyata H,
 Motomura N, Nak
amura M. 

Outcome of Percutaneo
us Coronary Intervent
ion in Relation to th
e Institutional Volum
e of Coronary Artery 
Bypass Surgery. 

J Clin Med. 9(5) 1267 2020 

Nishimura S, Kum
amaru H, Shoji 
S, Sawano M, Koh
saka S, Miyata 
H. 

Adherence to antihype
rtensive medication a
nd its predictors amo
ng non-elderly adults
 in Japan. 

Hypertens Res Online ahea
d of print 

 2020 

Ikemura N, Shira
ishi Y, Sawano 
M, Ueda I, Numas
awa Y, Noma S, S
uzuki M, Momiyam
a Y, Hayashida 
K, Yuasa S, Miya
ta H, Fukuda K, 
Kohsaka S. 

Exploring Triaging an
d Short- Term Outcome
s of Early Invasive S
trategy in Non-ST Seg
ment Elevation Acute 
Coronary Syndrome: A 
Report from Japanese 
Multicenter Registry. 

J Clin Med 9(4) 1106 2020 

Terui K, Hirahar
a N, Tachimori 
H, Kato N, Fujis
hiro J, Watanabe
 E, Tomita H, Ok
amoto T, Fujiogi
 M, Okamoto S, Y
onekura T, Miyat
a H, Usui N. 

Development and valid
ation of risk models 
for mortality and mor
bidity in 12 major pe
diatric surgical proc
edures: A study from 
the National Clinical
 Database-Pediatric o
f Japan. 

J Pediatr Sur
g 

55(10) 2064-2070 2020 

Okumura K, Tomit
a H, Nakai M, Ko
dani E, Akao M, 
Suzuki S, Hayash
i K, Sawano M, G
oya M, Yamashita
 T, Fukuda K, Og
awa H, Tsuda T, 
Isobe M, Toyoda 
K, Miyamoto Y, M
iyata H, Okamura
 T, Sasahara Y; 
J-RISK AF Resear
ch Group. 

Risk Factors Associat
ed With Ischemic Stro
ke in Japanese Patien
ts With Nonvalvular A
trial Fibrillation. 

JAMA Netw Ope
n 

3(4) e202881 2020 
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Fukuoka R, Kohno
 T, Kohsaka S, S
hiraishi Y, Sawa
no M, Abe T, Nag
atomo Y, Goda A,
 Mizuno A, Fukud
a K, Shadman R, 
Dardas TF, Levy 
WC, Yoshikawa T. 

Prediction of sudden 
cardiac death in Japa
nese heart failure pa
tients: international
 validation of the Se
attle Proportional Ri
sk Model. 

Europace 22(4) 588-597 2020 

Shoji S, Sawano 
M, Sandhu AT, He
idenreich PA, Sh
iraishi Y, Ikemu
ra N, Ueno K, Su
zuki M, Numasawa
 Y, Fukuda K, Ko
hsaka S. 

Ischemic and Bleeding
 Events Among Patient
s With Acute Coronary
 Syndrome Associated 
With Low-Dose Prasugr
el vs Standard-Dose C
lopidogrel Treatment. 

JAMA Netw Ope
n 

3(4) e202004 2020 

Kohsaka S, Katad
a J, Saito K, Je
nkins A, Li B, M
ardekian J, Tera
yama Y. 

Safety and effectiven
ess of non-vitamin K 
oral anticoagulants v
ersus warfarin in rea
l-world patients with
 non-valvular atrial 
fibrillation: a retro
spective analysis of 
contemporary Japanese
 administrative claim
s data. 

Open Heart 7(1) e001232 2020 

Abe T, Yamamoto 
H, Miyata H, Mot
omura N, Tokuda 
Y, Tanemoto K, U
sui A, Takamoto 
S. 

Patient Trends and Ou
tcomes of Surgery for
 Type A Acute Aortic 
Dissection in Japan: 
An Analysis of More T
han 10 000 Patients F
rom the Japan Cardiov
ascular Surgery Datab
ase. 

Eur J Cardiot
horac Surg 

57(4) 660-667 2020 
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Committee for Sc
ientific Affair
s, The Japanese 
Association for 
Thoracic Surger
y., Shimizu H, O
kada M, Tangoku 
A, Doki Y, Endo 
S, Fukuda H, Hir
ata Y, Iwata H, 
Kobayashi J, Kum
amaru H, Miyata 
H, Motomura N, N
atsugoe S, Ozawa
 S, Saiki Y, Sai
to A, Saji H, Sa
to Y, Taketani 
T, Tanemoto K, T
atsuishi W, et a
l. 

Thoracic and cardiova
scular surgeries in J
apan during 2017 : An
nual report by the Ja
panese Association fo
r Thoracic Surgery. 

Gen Thorac Ca
rdiovasc Surg 

68(4) 414-449 2020 

Mimura H, Akita 
S, Fujino A, Jin
nin M, Ozaki M, 
Osuga K, Nakaoka
 H, Morii E, Kur
amochi A, Aoki 
Y, Arai Y, Arama
ki N, Inoue M, I
washina Y, Iwan
aka T, Ueno S, U
mezawa A, Ozeki 
M, Ochi J, Kinos
hita Y, Kurita 
M, Seike S, Taka
kura N, Takahash
 M, Tachibana T,
 Chuman K,Nagata
 S, Narushima M,
 Niimi Y, Nosaka
 S, Nozaki T, Ha
shimoto K, Haya
shi A, Hirakawa 
S, Fujikawa A, H
ori Y, Matsuoka 
K, Mori H, Yama
moto Y, Yuzuriha
 S, Rikihisa N, 
Watanabe S, Wata
nabe S, Kuroda 
T, Sugawara S, 
Ishikawa K, Sasa
ki S. 

Japanese Clinical Pra
ctice Guideline for v
ascular anomalies 201
7. 

Jp J Radiol, 
Pediatr Int, 
J Dermatol 
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t 
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Igarashi T, Sato
 Y, Satokawa H, 
Takase S, Wakama
tsu H, Seto Y, I
wai-T M, Fujimiy
a T, Shinjo H, Y
okoyama H. 

The results of entry-
oriented strategy for
 acute type A aortic 
dissection in octogen
arian: an 18-year exp
erience. 

Er J Cardio T
orac Surg 

58(5) 949-56 2020 

Matsuda T, Endo 
H, Inomata M, Ha
segawa H, Kumama
ru H, Miyata H, 
Sakai Y, Kakeji 
Y, Kitagawa Y, W
atanabe M. 

Clinical outcome of l
aparoscopic vs open r
ight hemicolectomy fo
r colon cancer: A pro
pensity score matchin
g analysis of the Jap
anese National Clinic
al Database. 

Ann Gastroent
erol Surg 

4(6) 693-700 2020 

掛地吉弘, 長谷川
寛, 金治新悟. 

【外科臨床に役立つ統
計学】National Clinica
l Databaseから何が引
き出せるか. 

外科 82(8) 830-835 2020 

横堀雄太, 杉浦康
夫, 野崎威功真, 
藤田則子, 立森久
照, 宮田裕章. 

我が国の医療の国際展
開へむけた医療技術等
国際展開推進事業の取
り組み.保健医療サービ
スに直結する研修によ
る官民連携を通じたビ
ジネス展開と開発の相
乗効果. 

国際保健医療 35(2) 121-132 2020 

志水 秀行, 平原 
憲道, 本村 昇, 
宮田 裕章, 高本 
眞一, 日本心臓血
管外科手術データ
ベース機構. 

本邦における心臓血管
外科手術の現状 2017 
年、2018 年の日本心臓
血管外科手術データベ
ースからの報告.胸部大
動脈手術. 

日本心臓血管
外科学会雑誌 

49(4) 169-179 2020 

阿部知伸, 隈丸
拓, 中野清治, 本
村昇, 宮田裕章, 
高本眞一, 日本心
臓血管外科手術デ
ータベース機構. 

本邦における心臓血管
外科手術の現. 2017 
年、2018 年の日本心臓
血管外科手術データベ
ースからの報告.心臓弁
膜症手術. 

日本心臓血管
外科学会雑誌 

49(4) 160-168 2020 

齋藤綾, 隈丸拓, 
本村昇, 宮田裕
章, 高本眞一, 日
本心臓血管外科手
術データベース機
構. 

本邦における心臓血管
外科手術の現状  2017 
年、2018 年の日本心臓
血管外科手術データベ
ースからの報告.単独冠
動脈バイパス手術. 

日本心臓血管
外科学会雑誌 

49(4) 155-159 2020 
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平田康隆, 平原憲
道, 村上新, 本村
昇, 宮田裕章, 高
本眞一, 日本心臓
血管外科手術デー
タベース機構. 

本邦における心臓血管
外科手術の現状 2017
年、2018年の日本心臓血
管外科手術データベー
スからの報告.先天性心
疾患手術. 

日本心臓血管
外科学会雑誌 

49(4) 151-154 2020 

中井 真尚, 山本 
博之, 種本 和雄,
 宮田 裕章, 本村
 昇. 

心臓胸部大血管領域に
おけるSSIの現状・日本
心臓血管外科手術 デ
ータベースを用いた分
析. 

日本外科感染
症学会雑誌 

17(2) 54-59 2020 

本村昇. 腎不全合併症例と周術
期管理-透析患者の心臓
大血管手術、その現状と
管理. 

胸部外科 73(10) 775-777 2020 

神野浩光. 乳癌以外の乳房悪性腫
瘍. 

日本医事新報 5014 43-44 2020 

山田美紀,神野浩
光. 

乳癌の術前術後補助療
法. 

臨床外科 76(2) 227-232 2020 
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   学会発表 

演者・共同演者 

氏名 
演題名 学会等名称 日時 開催場所 

Matsuda T,Endo H, Ino
mata M, Hasegawa H, K
umamaru H, Miyata H, 
Sakai Y, Kakeji Y 

Laparoscopic vs. open
 right hemicolectomy:
 the Japanese Nationa
l Clinical Database a
nalysis 

第33回日本内視鏡外
科学会総会 

2021/3/10-13 横浜/Web開催 

掛地吉弘、北川雄光、瀬
戸泰之 

National Clinical Dat
abaseから見えてくる内
視鏡外科手術の実像 

第33回日本内視鏡外
科学会総会 

2021/3/10-13 横浜/Web開催 

宮田裕章 ニューノーマルの先に
ある新しい社会とヘル
スケア 

慶應義塾大学医学部
生涯教育研修セミナ
ー 

2021/2/27 WEB 

宮田裕章 
ニューノーマルの先に
ある新しい社会とオー
プンイノベーション 

大阪大学オープンイ
ノベーション機構セ
ミナー 

2021/1/18 WEB 

掛地吉弘 消化器外科領域でのNCD
への取り組みについて 

第108回日本泌尿器科
学会総会 

2020/12/22-2
4 

神戸/Web開催 

Matsumoto A. Naruse 
S. Sugihara Y. Yamada
 M. Tsukahara D. Umem
oto Y. Jinno H. 

Predicting Axillary P
athologic response to
 Neoadjuvant Chemothe
rapy for Node-Positiv
e Breast Cancer: Clin
ical predictive model
 by Using MRI and Ult
rasound. 

San Antonio Breast 
Cancer Symposium 20
20 

2020/12/8 San Antonio 

(Virtual) 

宮田裕章 今日はSociety5.0時代
の高血圧診療を語り尽
くそう「データサイエ
ンスが奏でる未来医
療」 

高血圧学会主催digit
al hypertension co
nference 

2020/12/3 WEB 

本村昇、齋藤綾、藺藤佑
哉、白井裕貴、石橋和幸、
鵜沢將、甲田賢一郎、北
村享之 

人工膵臓を用いた心臓
血管外科周術期の緻密
な血糖管理に関する前
向き研究 

第58回日本人工臓器
学会大会 

2020/11/13 高知県立県民
文化ホール 

市村秀夫、小林敬祐、川
端俊太郎、岡村純子、 小
林尚寛、菊池慎二、後藤
行延、鬼塚正孝、佐藤幸
夫 

高齢者（75歳以上）と非
高齢者（74歳以下）にお
ける肺癌術後QOL予測因
子に関する検討 

第61回日本肺癌学会
学術集会 

2020/11/12-1
1/14 

ハイブリッド 
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小林敬祐、川端俊太郎、
岡村純子、小林尚寛、菊
池慎二、後藤行延、市村
秀夫、佐藤幸夫 

10年以上増大を認めな
かった病変と緩徐なが
ら増大傾向を認めた病
変が，いずれも上皮内腺
癌であった1例 

第61回日本肺癌学会
学術集会 

2020/11/12-1
1/14 

ハイブリッド 

 

川端俊太郎、岡村純子、
小林敬祐、市村秀夫、坂
田晃子、小林尚寛、菊池
慎二、後藤行延、佐藤幸
夫 

異なる組織型を呈した
同時3重肺癌の1手術例 

第61回日本肺癌学会
学術集会 

2020/11/12-1
1/14 

ハイブリッド 

 

関根康晴、菅井和人、 河
村知幸、 柳原隆宏、北沢
伸祐、小林尚寛、菊池慎
二、後藤行延、佐藤幸夫 

左肺低形成の右自然気
胸に対する1切除例 

第73回日本胸部外科
学会定期学術集会 

2020/10/29-1
1/1 

 

WEB 

 

佐伯祐典、佐藤沙喜子、
黒田啓介、高塚正己、荒
木健太郎、河村知幸、柳
原隆宏、鈴木久史、小林
尚寛、菊池慎二、後藤行
延、市村秀夫、佐藤幸夫 

難治性心室頻拍に対す
る胸腔鏡下胸部交感神
経節切除術 

第73回日本胸部外科
学会定期学術集会 

2020/10/29-1
1/1 

WEB 

 

後藤行延、荒木健太郎、
河村知幸、柳原隆宏、佐
伯祐典、小林尚寛、菊池
慎二、鈴木久史、市村秀
夫、佐藤幸夫 

右上葉、および中葉肺癌
における縦隔腹側視野
からの気管分岐下リン
パ節郭清の課題と工夫 

第73回日本胸部外科
学会定期学術集会 

2020/10/29-1
1/1 

WEB 

 

市村秀夫、小林敬祐、川
端俊太郎、岡村純子、小
林尚寛、菊池慎二、鈴木
久史、後藤行延、鬼塚正
孝、佐藤幸夫 

肺癌術後QOLにおける術
前予測因子の検討 

第73回日本胸部外科
学会定期学術集会 

2020/10/29-1
1/1 

WEB 

 

小林敬祐、岡村純子、川
端俊太郎、小林尚寛、菊
池慎二、後藤行延、市村
秀夫、佐藤幸夫 

自然気胸に対する臓側
胸膜被覆術と壁側胸膜
被覆術における、周術期
Quality of Life及び臨
床転帰の比較 

第73回日本胸部外科
学会定期学術集会 

2020/10/29-1
1/1 

WEB 

 

岡村純子、市村秀夫、川
端俊太郎、小林敬祐、小
林尚寛、菊池慎二、後藤
行延、佐藤幸夫 

原発性肺癌手術におけ
る術後抗菌薬再投与に
関わる臨床因子の検討 

第73回日本胸部外科
学会定期学術集会 

2020/10/29-1
1/1 

WEB 

 

宮田裕章 COVID-19 Lessons lea
rned going forward 

慶應義塾大学サイバ
ーセキュリティ研究
センター「第10回記念
サイバーセキュリテ
ィ国際シンポジウム」 

2020/10/6 WEB 

Akiko Matsumoto, 

Hiromitsu Jinno, 

et al. 

Omission of Axillary 
Dissection after Neoa
djuvant Chemotherapy 
for Node-Positive Pri
mary Breast Cancer 

European Breast Can
cer Conference 2020
 (EBCC 12) 

2020/10/2 Barcelona 

(Virtual) 
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佐藤幸夫・関根康晴、菅
井和人、河村知幸、柳原
隆宏、佐伯祐典、北沢伸
祐、菊池慎二、鈴木久史、
後藤行延、市村秀夫 

右上葉肺癌に対する原
発肺葉との連続性を保
った胸腔鏡下リンパ節
郭清 

第37回日本呼吸器外
科学会総会 

2020/9/29-30 WEB 

後藤行延、関根康晴、菅
井和人、河村知幸、柳原
隆宏、佐伯祐典、北沢伸
祐、小林尚寛、菊池慎二、
鈴木久史、市村秀夫、佐
藤幸夫 

結核加療後肺癌手術の
術後有瘻性 MRSA 膿胸
に対する開窓術後に広
背筋皮弁を工夫した筋
肉充填胸郭形成術の一
例 

第37回日本呼吸器外
科学会総会 

2020/9/29-30 WEB 

後藤行延、関根康晴、菅
井和人、河村知幸、柳原
隆宏、佐伯祐典、北沢伸
祐、小林尚寛、菊池慎二、
鈴木久史、市村秀夫、佐
藤幸夫 

肺癌に対する Complete
 VATS から開胸 conver
t 症例に鑑みるトラブ
ルシューティングの実
際と教育 

第37回日本呼吸器外
科学会総会 

2020/9/29-30 WEB 

菊池慎二、関根康晴、菅
井和人、河村知幸、上田
翔、柳原隆宏、佐伯祐典、
北沢伸祐、小林尚寛、後
藤行延、鬼塚正孝、市村
秀夫、佐藤幸夫 

膿胸合併時の解剖学的
肺切除術の工夫 

第37回日本呼吸器外
科学会総会 

2020/9/29-30 WEB 

小林尚寛、関根康晴、菅
井和人、河村知幸、柳原
隆宏、佐伯祐典、北沢伸
祐、菊池慎二、後藤行延、
佐藤幸夫 

右肺中葉原発の腺様嚢
胞癌に対して肺動脈・気
管支形成を伴う右肺上
中葉切除＋S6 区域切除
を施行した 1 例 

第37回日本呼吸器外
科学会総会 

2020/9/29-30 WEB 

佐伯祐典、関根康晴、菅
井和人、河村知幸、柳原
隆宏、北沢伸祐、小林尚
寛、菊池慎二、後藤行延、
佐藤幸夫 

頸胸領域手術後の乳糜
漏予防の工夫 

第37回日本呼吸器外
科学会総会 

2020/9/29-30 WEB 

佐伯祐典、関根康晴、菅
井和人、河村知幸、柳原
隆宏、北沢伸祐、小林尚
寛、菊池慎二、 

機械学習を用いた肺腺
癌浸潤性予測 

第37回日本呼吸器外
科学会総会 

2020/9/29-30 WEB 

巻直樹、柳原隆宏、アシ
ョカ ウェジシンハ、関
根康晴、菅井和人、河村
知幸、佐伯祐典、北沢伸
祐、小林尚寛、菊池慎二、
後藤行延、水野陽介、陳
曦、西口昭広、田口哲史、
佐藤幸夫 

改良スプレーデバイス
における新規シーラン
ト剤疎水化タラゼラチ
ンの耐圧性評価 

第37回日本呼吸器外
科学会総会 

2020/9/29-30 WEB 

河村知幸、関根康晴、菅
井和人、柳原隆宏、佐伯
裕典、北沢伸祐、小林尚
寛、菊池慎二、後藤行延、
佐藤幸夫 

多発肺癌に対する手術
例の検討 

第37回日本呼吸器外
科学会総会 

2020/9/29-30 WEB 
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市村秀夫、小林敬祐、川
端俊太郎、岡村純子、関
根康晴、菅井和人、小林
尚寛、菊池慎二、鈴木久
史、後藤行延、鬼塚正孝、
佐藤幸夫 

胸腺癌・胸膜播種に対し
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病学会総会 
2021.4.15-17 東京 

山下 智, 阿部 浩幸, 八

木 浩一, 山下 裕玄, 瀬

戸 泰之, 牛久 哲男 

食道神経内分泌細胞癌

においてはPD-1/PD-L1

経路とHLA-Class Iが有

望な治療標的である 

第110回 日本病理学

会総会 
2021.4.22-24 横浜 
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澤田 実佳, 関根 里恵, 

若松 高太郎, 愛甲 丞, 

庄嶋 伸浩, 脇 裕典, 瀬

戸 泰之, 山内 敏正, 窪

田 直人 

高度肥満症外科治療後

の減量効果と食事摂取

量の変化およびその関

連についての検討 

第64回 日本糖尿病学

会年次学術集会 
2021.5.20-22 on line 

菊池 慎二、黒田 啓介、

佐藤 沙喜子、高塚 正

己、河村 知幸、柳原 隆

宏、佐伯 祐典、 

小林 尚寛、後藤 行延、

市村 秀夫、佐藤 幸夫 

緊急・準緊急手術を要し

た肺アスペルギルス症 

2 例の経験 

第 38 回日本呼吸器外

科学会総会 2021.5.20 
長崎 

WEB 

佐伯 祐典、佐藤 沙喜

子、黒田 啓介、河村 知

幸、柳原 隆宏、鈴木 久

史、小林 尚寛、 

菊池 慎二、後藤 行延、

市村 秀夫、佐藤 幸夫 

切除不能肺尖部胸壁浸

潤肺癌に対する化学療

法後，原発巣に対し導入

放射線療法後に行った

サルベージ手術 

第 38 回日本呼吸器外

科学会総会 2021.5.20 
長崎 

WEB 

佐藤 沙喜子、佐伯 祐

典、黒田 啓介、河村 知

幸、柳原 隆宏、鈴木 久

史、小林 尚寛、 

菊池 慎二、後藤 行延、

市村 秀夫、佐藤 幸夫 

S6 と底区を分離しない

胸腔鏡下 S10区域切除

術 ： fissureless 

technique の merit と 

pitfa 

第 38 回日本呼吸器外

科学会総会 2021.5.20 
長崎 

WEB 

柳原 隆宏、黒田 啓介、

佐藤 沙喜子、高塚 正

己、河村 知幸、佐伯 祐

典、小林 尚寛、 

菊池 慎二、鈴木 久史、

酒井 光昭、後藤 行延、

市村 秀夫、佐藤 幸夫 

右上葉切除後の中葉気

管支屈曲のリスク・要因

の検討 

第 38 回日本呼吸器外

科学会総会 2021.5.20 
長崎 

WEB 

河村知幸、小林尚寛、佐

藤沙喜子、黒田啓介、柳

原隆宏、佐伯祐典、菊池

慎二、後藤行延、佐藤幸

夫 

胸壁肺血流による胸膜

癒着予測の検討 

第 38 回日本呼吸器外

科学会総会 2021.5.20 
長崎 

WEB 

小林尚寛 佐藤沙喜子

 黒田啓介 高塚正己

 河村知幸 柳原隆宏

 佐伯祐典 菊池慎二

 後藤行延 佐藤幸夫 

肺腺癌における再発に

寄与する臨床病理学的

因子（術後補助化学療法

の必要性の観点にて） 

第 38 回日本呼吸器外

科学会総会 2021.5.20 
長崎 

WEB 

市村 秀夫、小林 敬祐、

川端 俊太郎、岡村 純

子、小林 尚寛、井口 け

さ人、菊池 慎二、鈴木 

久史、後藤 行延、佐藤 

幸夫 

I 期肺癌に対する肺葉

切除における VATS お

よび腋窩小開胸アプロ

ーチの QOL スコア比較 

第 38 回日本呼吸器外

科学会総会 2021.5.20 
長崎 

WEB 

126



小林 敬祐、岡村 純子、

川端 俊太郎、坂田 晃

子、小林 尚寛、菊池 慎

二、後藤 行延、市村 秀

夫、佐藤 幸夫 

維持透析患者に対して，

術前ステロイドパルス

療法後に切除した局所

進行胸腺腫の 1 例 

第 38 回日本呼吸器外

科学会総会 2021.5.20 
長崎 

WEB 

黒田 啓介、小林 尚寛、

佐藤 沙喜子、高塚 正

己、河村 知幸、柳原 隆

宏、佐伯 祐典、 

菊池 慎二、後藤 行延、

佐藤 幸夫 

慢性肺血栓塞栓性肺高

血圧症（CTEPH）合併の

右下葉肺癌に対する耐

術能評価を行った 1 例 

第 38 回日本呼吸器外

科学会総会 2021.5.20 
長崎 

WEB 

岡村純子、市村秀夫、川

端俊太郎、小林敬祐、小

林尚寛、菊池慎二、後藤

行延、佐藤幸夫 

SBT/ABPC 術前術中投与

は肺癌周術期予防的抗

菌薬投与法として適切

か？ 

第 38 回日本呼吸器外

科学会総会 2021.5.20 
長崎 

WEB 

宮田 裕章 次の時代の医療を語る 

千葉大学次世代医

療構想センター「

次世代医療クロス

トーク」 

2021.5.24 WEB開催 

小西 孝明, 藤雄木 亨

真, 康永 秀生, 森園 亜

里紗, 原田 真悠水, 佐

藤 綾花, 丹羽 隆善, 西

岡 琴江, 田辺 真彦, 瀬

戸 泰之 

DPCデータベースを用い

た甲状腺がん手術にお

ける肥満・やせと短期術

後成績との関連の分析 

第33回 日本内分泌外

科学会総会 
2021.6.3-4 軽井沢 

丹羽 隆善, 森園 亜里

紗, 原田 真悠水, 佐藤 

綾花, 西岡 琴江, 福岡 

修, 牧瀬 尚大, 齊藤 祐

毅, 安藤 瑞生, 田辺 真

彦, 瀬戸 泰之 

甲状腺乳頭癌に合併し

た腋窩類上皮血管内皮

腫の一例 

第33回 日本内分泌外

科学会総会 
2021.6.3-4 軽井沢 

丹羽 隆善, 小西 孝明, 

良本 貴子, 森園 亜里

紗, 原田 真悠水, 笹原 

麻子, 佐藤 綾花, 市田 

晃彦, 阿部 浩幸, 赤松 

延久, 田辺 真彦, 長谷

川 潔, 瀬戸 泰之 

メチマゾールを被疑薬

とする薬剤性劇症肝炎

の一例 

第33回 日本内分泌外

科学会総会 
2021.6.3-4 軽井沢 

良本 貴子, 丹羽 隆善, 

小西 孝明, 森園 亜里

紗, 山下 智, 原田 真悠

水, 笹原 麻子, 佐藤 綾

花, 伊東 伸朗, 山澤 

翔, 西岡 琴江, 田辺 真

彦, 瀬戸 泰之 

ブロスマブで治療中のX

染色体優性低リン血症

性くる病患者に対し、副

甲状腺摘出術を実施し

た一例 

第33回 日本内分泌外

科学会総会 
2021.6.3-4 軽井沢 
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八木 浩一、鳥海 哲郎, 

李 基成, 谷島 翔, 奥村

 康弘, 野村 幸世, 愛甲

 丞, 山下 裕玄, 瀬戸 

泰之 

外科手術患者における

ロコモ・サルコペニア・

フレイルの意義とその

対策 運動習慣が周術

期サルコペニアに与え

る影響 

第46回 日本外科系連

合学会学術集会 
2021.6.17 東京 

白井裕貴、藺藤佑哉、石

橋和幸、齋藤綾、本村昇、

蛭田啓之 

右房壁発生の多房性海

綿状血管腫の 1例 

第260回日本循環器関

東甲信越地方会 2021.6.19 WEB 

佐伯祐典、後藤 行延、佐

藤 沙喜子、 黒田 啓介、

河村 知幸、柳原 隆宏、

鈴木 久史、小林 尚寛、

菊池 慎二、市村 秀夫、

佐藤 幸夫 

心嚢内血管処理を要し

た胸腔鏡下右下葉切除

術 

第 44 回日本呼吸器内

視鏡学会学術集会 

2021.6.24 

 

名古屋 

WEB 

小林敬祐、岡村純子、川

端俊太郎、小林尚寛、菊

池慎二、後藤行延、市村

秀夫、佐藤幸夫 

右上葉肺癌術後の遅発

性心嚢液貯留に対し、心

膜開窓術を施行した 1

例 

第 44 回日本呼吸器内

視鏡学会学術集会 2021.6.24 
名古屋 

WEB 

河村知幸、小林尚寛、佐

藤沙喜子、黒田啓介、柳

原隆宏、佐伯祐典、菊池

慎二、後藤行延、佐藤幸

夫 

左 B3 気管支と A3 肺動

脈が舌区支から分岐し

ていた上大区切除の一

例 

第 44 回日本呼吸器内

視鏡学会学術集会 2021.6.24 
名古屋 

WEB 

市村秀夫、小林敬祐、岡

村純子、川端俊太郎、小

林尚寛、菊池慎二、鈴木

久史、後藤行延、佐藤幸

夫 

 

ロボット支援胸腔鏡下

肺切除術導入初期の 50

例の周術期アウトカム 

第 44 回日本呼吸器内

視鏡学会学術集会 2021.6.24 
名古屋 

WEB 

佐藤 綾花, 田辺 真彦, 

坪井 裕見, 神志那 陽

子, 上野 貴之, 秋山 

太, 高橋 俊二, 村上 善

則, 瀬戸 泰之 

PIK3CA変異陽性乳癌に

おいてctDNAは術前化学

療法の治療効果の指標

となるか 

第29回 日本乳癌学会

学術総会 
2021.7.1-3 横浜 

倉林 理恵, 小西 孝明, 

森園 亜里紗, 原田 真悠

水, 佐藤 綾花, 丹羽 隆

善, 西岡 琴江, 田辺 真

彦, 瀬戸 泰之 

ステレオガイド下吸引

式乳房組織生検を行っ

た石灰化病変の検討 

第29回 日本乳癌学会

学術総会 
2021.7.1-3 横浜 
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原田 真悠水, 小西 孝

明, 森園 亜里紗, 佐藤 

綾花, 丹羽 隆善, 西岡 

琴江, 鈴木 智子, 矢神 

智美, 森嶋 かほる, 真

壁 友子, 眞田 裕子, 原

田 美由紀, 田辺 真彦, 

瀬戸 泰之 

当院における乳癌患者

の妊孕性温存に対する

取り組み 

第29回 日本乳癌学会

学術総会 
2021.7.1-3 横浜 

小西 孝明, 藤雄木 亨

真, 道端 伸明, 康永 秀

生, 森園 亜里紗, 原田 

真悠水, 佐藤 綾花, 扇

田 真美, 丹羽 隆善, 西

岡 琴江, 田辺 真彦, 瀬

戸 泰之 

DPCデータベースを用い

た術後温存乳房照射と

ホルモン剤の同時vs逐

次投与における肺合併

症の比較 

第29回 日本乳癌学会

学術総会 
2021.7.1-3 横浜 

西岡 琴江, 小西 孝明, 

森園 亜里紗, 原田 真悠

水, 佐藤 綾花, 丹羽 隆

善, 秋山 奈々, 張 香

理, 田辺 真彦, 瀬戸 泰

之 

当院での保険収載によ

るBRCA遺伝学的検査の

現状 

第29回 日本乳癌学会

学術総会 
2021.7.1-3 横浜 

丹羽 隆善, 東 隆, 森園

 亜里紗, 原田 真悠水, 

佐藤 綾花, 西岡 琴江, 

田辺 真彦, 瀬戸 泰之 

リングエコー装置改良

による乳房検査領域の

拡大 

第29回 日本乳癌学会

学術総会 
2021.7.1-3 横浜 

森園 亜里紗, 小西 孝

明, 原田 真悠水, 佐藤 

綾花, 丹羽 隆善, 西岡 

琴江, 田辺 真彦, 瀬戸 

泰之 

SARS-CoV-2流行下にお

ける乳癌術前内分泌療

法の検討 

第29回 日本乳癌学会

学術総会 
2021.7.1-3 横浜 

崎山 香奈, 森園 亜理

紗, 原田 真悠水, 佐藤 

綾花, 丹羽 隆善, 西岡 

琴江, 田辺 真彦, 瀬戸 

泰之 

当院におけるOncotype 

Dx実施症例の検討 

第29回 日本乳癌学会

学術総会 
2021.7.1-3 横浜 

小林 由香利, 佐藤 靖

祥, 手島 太郎, 奥村 康

弘, 八木 浩一, 山下 裕

玄, 瀬戸 泰之, 垣見 和

宏 

切除不能進行・再発胃が

んにおけるニボルマブ

治療前後の腫瘍内免疫

環境の解析 

第25回 日本がん免疫

学会総会 
2021.7.1-3 和歌山 

寺田満雄,神野浩光.et a

l. 

NCD を用いた Occult 

breast cancer (OBC) 

への治療変遷と乳房手

術時の乳房内原発巣の

検討. 

第 29 回日本乳癌学会

学術総会, 2021.7.1-3 横浜 
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山田顕光,神野浩光.et a

l. 

NCD 乳癌登録を用いた

pT1-2，リンパ節転移 1-

3 個の症例に対する乳

房切除後放射線療法に

関する研究. 

第 29 回日本乳癌学会

学術総会, 2021.7.1-3 横浜 

本村昇 
心臓血管外科手術リス

クスコアの光と影 

第131回日本循環器学

会近畿地方会 

2021.7.3 

 
WEB 

山下 智, 阿部 浩幸, 国

田 朱子, 山下 裕玄, 瀬

戸 泰之, 牛久 哲男 

胃神経内分泌癌の治療

標的分子発現 PD-L1(C

PS・TPS)、HLAClass I、

TILs、MMR蛋白、HER2の

検討 

第76回 日本消化器外

科学会総会 
2021.7.7-9 京都 

辻 敏克, 磯辺 太郎, 瀬

戸 泰之, 田中 千恵, 小

嶋 一幸, 本告 正明, 池

田 正孝, 新田 敏勝, 小

塩 真司, 中田 浩二 

胃上部癌に対する胃全

摘術空腸パウチ作製術

が術後 QOL に及ぼす影

響の評価 

第76回 日本消化器外

科学会総会 
2021.7.7-9 京都 

奥村 康弘, 岩田 亮平, 

李 基成, 谷島 翔, 平野

 康介, 八木 浩一, 愛甲

 丞, 野村 幸世, 瀬戸 

泰之 

高齢者食道癌患者に対

する治療戦略 75 歳以

上の高齢者に対する経

縦隔食道亜全摘術の短

期成績 

第76回 日本消化器外

科学会総会 
2021.7.7-9 京都 

國崎 主税, 吉田 和弘, 

吉田 昌, 松本 壮平, 有

上 貴明, 杉山 陽一, 瀬

戸 泰之, 秋山 有史, 小

塩 真司, 中田 浩二 

術後 QOL を重視した胃

癌手術法の選択 上部

胃癌術後 QOL に及ぼす

因子の解析 

第76回 日本消化器外

科学会総会 
2021.7.7-9 京都 

鳥海 哲郎, 八木 浩一, 

李 基成, 谷島 翔, 平野

 康介, 奥村 康弘, 愛甲

 丞, 山下 裕玄, 野村 

幸世, 瀬戸 泰之 

リンパ節転移陰性食道

扁平上皮癌における予

後因子の検討 

第76回 日本消化器外

科学会総会 
2021.7.7-9 京都 

塩見 真一郎, 谷島 翔, 

小川 悠樹, 岩田 亮平, 

李 基成, 平野 康介, 奥

村 康弘, 八木 浩一, 野

村 幸世, 瀬戸 泰之 

食道癌術前の CT検査に

おける、領域ごとのリン

パ節の特徴とリンパ節

転移の予測に関する検

討 

第76回 日本消化器外

科学会総会 
2021.7.7-9 京都 

菅原 弘太郎, 岩井 美和

子, 瀬戸 泰之, 藤堂 具

紀 

スキルス胃癌の制圧に

向けての進歩 がん治

療用 HSV-1(G47Δ)を用

いたスキルス胃癌に対

する新たな治療戦略 

第76回 日本消化器外

科学会総会 2021.7.7-9 京都 
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安田 篤, 石神 浩徳, 藪

崎 裕, 伊藤 誠二, 秀村

 晃生, 廣野 靖夫, 太田

 光彦, 辻 靖, 北山 丈

二, 瀬戸 泰之 

スキルス胃癌の制圧に

向けての進歩 肉眼的

切除可能 4 型胃癌に対

する全身・腹腔内併用化

学療法と全身化学療法

の無作為化比較第 III

相試験 

第76回 日本消化器外

科学会総会 2021.7.7-9 京都 

掛地 吉弘 

NCD データを利活用し

た消化器外科領域臨床

研究 

第 76 回日本消化器外

科学会総会 2021.7.7-7.9 京都/Web 

宮田 裕章 

Personal Health 

Record の活用とこれか

らの医療ビッグデータ 

第 158回  日本医学

会シンポジウム 2021.7.10 東京 

本村昇 
2020 年レジストリー報

告会 

第 26 回日本冠動脈外

科学会学術大会 2021.7.15 
山口グランド

ホテル 

宮田 裕章 
医療ビッグデータ解析

の現状と展望 
第57回 日本肝癌研

究会 
2021.7.22 鹿児島 

高橋新，薄根詩葉利，宮

田裕章 

National Clinical Dat

abase（NCD）におけるデ

ータの質検証報告 

第 47 回日本診療情報

管理学会学術大会 2021.9.16 WEB開催 

八木 浩一, 愛甲 丞, 李

 基成, 谷島 翔, 奥村 

康弘, 野村 幸世, 山形 

幸徳, 山下 裕玄, 森 和

彦, 瀬戸 泰之 

侵襲低減を目指した食

道癌手術の取り組み 

縦隔アプローチ食道切

除による手術侵襲低減

に向けた取り組み 

第75回 日本食道学会

学術集会 2021.9.23-24 東京 

菅原 弘太郎, 岩井 美和

子, 瀬戸 泰之, 藤堂 具

紀 

食道がんに対する化学・

免疫・放射線療法の可能

性 食道扁平上皮癌に

対する G47Δと免疫チ

ェックポイント阻害薬

の複合療法 

第75回 日本食道学会

学術集会 2021.9.23-24 東京 

谷島 翔, 八木 浩一, 李

 基成, 奥村 康弘, 野村

 幸世, 瀬戸 泰之 

高齢食道癌患者に対す

る手術治療の長期成績 

第75回 日本食道学会

学術集会 2021.9.23-24 東京 

佐藤 靖祥, 山下 裕玄, 

小林 由香利, 長岡 孝

治, 高橋 俊二, 瀬戸 泰

之, 垣見 和宏 

胃癌におけるニボルマ

ブ治療前後の腫瘍内免

疫応答の解析 

第80回 日本癌学会学

術総会 
2021.9.30-1

0.2 
横浜 

林 香菜子, 星居 孝之, 

福世 真樹, 縄井 バハテ

ヤリ・ラヒムトラ, 田辺

 真彦, 瀬戸 泰之, 金田

 篤志 

乳癌における H3K4メチ

ル化酵素 SETD1A のサブ

タイプ依存性および非

依存性の役割の検討 

第80回 日本癌学会学

術総会 
2021.9.30-1

0.2 
横浜 

131



増田 寛喜, 安川 佳美, 

竹島 秀幸, 保田 智彦, 

杜 婉瑩, 吉田 寛, 瀬戸

 泰之, 牛島 俊和, 野村

 幸世 

消化器癌早期診断血清

バイオマーカーTFF3 の

上昇機序の解明 

第80回 日本癌学会学

術総会 
2021.9.30-1

0.2 
横浜 

佐藤 綾花, 田辺 真彦, 

坪井 裕見, 牛久 綾, 瀬

戸 泰之, 村上 善則 

BRAF V600E変異をもつ

甲状腺乳頭癌において

ctDNA 検出は予後予測

因子となる可能性があ

る 

第80回 日本癌学会学

術総会 
2021.9.30-1

0.2 
横浜 

杜 婉瑩, 増田 寛喜, 瀬

戸 泰之, 森屋 恭爾, 野

村 幸世 

X 試薬による胃がん細

胞株 YTN 16 の増殖抑制

作用 

第80回 日本癌学会学

術総会 
2021.9.30-1

0.2 
横浜 

高橋 一哉, 深柄 和彦, 

村越 智, 高山 はるか, 

野口 緑, 松本 菜々, 瀬

戸 泰之 

運動療法による腸管

HSP、Autophagy 関連タ

ンパク、抗 Apoptosis タ

ンパク発現増強効果 

日本外科代謝栄養学

会 第 58回学術集会 2021.10.7-9 神戸 

本村昇 

日本心臓血管外科学会

による JCVSD を用いた

医療の質向上プロジェ

クト 

第 62 回日本脈管学会

学術総会 2021.10.14 

ロ イ ト ン 札

幌、 

WEB 

瀬戸 泰之 

未来のリンパ節規約:表

記法の統一化を目指し

て-日本癌治療学会リン

パ節規約の方向性と領

域横断的癌取扱い規約

の在り方- 未来のリン

パ節規約 NCD の役割、

できること 

第59回 日本癌治療学

会学術集会 
2021.10.21-2

3 
横浜 

中西 香企, 石神 浩徳, 

小寺 泰弘, 山下 裕玄, 

小林 大介, 有上 貴明, 

篠原 尚, 楠本 哲也, 伊

藤 誠二, 藪崎 裕, 辻 

靖, 秀村 晃生, 深川 剛

生, 北山 丈二, 瀬戸 泰

之 

4型胃癌に対する全身・

腹腔内併用化学療法を

検証する第 III 相試験

(PHOENIX-GC2) 

第59回 日本癌治療学

会学術集会 
2021.10.21-2

3 
横浜 

小林尚寛 皆木健治 

岡村純子 関根康晴 

菅井和人 河村知幸 

柳原隆宏 菊池慎二 

後藤行延 佐藤幸夫 

胸膜癒着が肺悪性腫瘍

の肺葉切除に与える影

響について 

第 74 回日本胸部外科

学会定期学術集会 2021.10.31 
東京 

 

後藤行延、関根康晴、菅

井和人、河村知幸、柳原

隆宏、小林尚寛、菊池慎

二、鈴木久史、市村秀夫、

佐藤幸夫 

ステロイド不応性、術後 

IP 急性増悪に対する治

療戦略 

第 74 回日本胸部外科

学会定期学術集会 2021.10.31 
東京 
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高橋 美和子, 伊藤 繁

記, 田久 創大, 吉村 俊

太郎, 瀬戸 泰之, 山谷 

泰賀 

鉗子型ミニ PET の開発 

シミュレーションによ

る医学インパクト予測 

第61回 日本核医学会

学術総会 2021.11.4-6 名古屋 

佐藤幸夫、柳原隆宏、巻

直樹、皆木建治、岡村純

子、関根康晴、菅井和人、

河村知幸、小林尚寛、菊

池慎二、後藤行延、市村

秀夫 

タラゼラチンを用いた

呼吸器外科用接着剤の

開発 

第 72 回日本気管食道

科学会総会 2021.11.12 WEB 

佐藤幸夫 皆木建治 

岡村純子 関根康晴 

菅井和人 河村知幸 

柳原隆宏 小林尚寛 

菊池慎二 後藤行延 

市村秀夫 

胸腔鏡時代の肺癌手術

教育と精度の担保 

第 34 回日本内視鏡外

科学会総会 2021.11.12 
神戸 

WEB 

白川 さくら, 森園 亜里

紗, 小西 孝明, 原田 真

悠水, 佐藤 綾花, 丹羽 

隆善, 西岡 琴江, 田辺 

真彦, 瀬戸 泰之 

高カルシウム血症を契

機に発見された乳癌術

後副甲状腺癌の 1例 

第83回 日本臨床外科

学会総会 
2021.11.18-2

0 
on line 

岩田 亮平, 山下 裕玄, 

谷島 翔, 奥村 康弘, 井

ノ上 鴻太朗, 瀬戸 泰之 

White mesenteryを呈し

た内ヘルニアの 1例 
日本臨床外科学会 2021.11.18-2

0 
on line 

小西 孝明, 藤雄木 亨

真, 康永 秀生, 森園 亜

里紗, 原田 真悠水, 佐

藤 綾花, 丹羽 隆善, 西

岡 琴江, 田辺 真彦, 瀬

戸 泰之 

胃十二指腸潰瘍穿孔に

対して保存的加療を行

った 14,918症例のケー

スシリーズ研究 

第83回 日本臨床外科

学会総会 
2021.11.18-2

0 
on line 

小川 悠樹, 谷島 翔, 岩

田 亮平, 李 基成, 平野

 康介, 奥村 康弘, 八木

 浩一, 野村 幸世, 瀬戸

 泰之 

腹腔ポート造設後に腹

壁ヘルニアを発症し緊

急手術を要した 1例 

第83回 日本臨床外科

学会総会 
2021.11.18-2

0 
on line 

後藤行延、佐伯祐典、村

田佳彦、河合 瞳、河村

知幸、柳原隆宏、小林尚

寛、菊池慎二、市村秀夫、

南 優子、野口雅之、佐

藤幸夫 

呼吸器 ROSE の導入と

診断・治療につながる取

り組み 

第 62 回日本肺癌学会

学術集会 2021.11.26 
横浜 

WEB 

佐伯祐典，河村知幸，柳

原隆宏，鈴木久史，小林

尚寛，菊池慎二，後藤行

延，市村秀夫，佐藤幸夫 

胸部巨大腫瘍に対する

胸骨正中切開＋肋間横

切開アプローチ法の有

用性 

第 62 回日本肺癌学会

学術集会 2021.11.26 
横浜 

WEB 
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佐伯祐典，黒田啓介，佐

藤沙喜子，河村知幸，柳

原隆宏，鈴木久史，小林

尚寛，菊池慎二，後藤行

延，市村秀夫，佐藤幸夫，

中泉太佑，際本拓未，鈴

木敏夫，関根郁夫，川松

夏実，河井瞳，坂本規彰，

野口雅之 

胸壁切除/再建を伴うサ

ルベージ手術後，胸壁再

建部位に対し免疫関連

有害事象と思われる異

物反応を来した1例 

反応を来した 1 例 

第 62 回日本肺癌学会

学術集会 2021.11.26 
横浜 

WEB 

河村知幸、小林尚寛、皆

木健治、岡村純子、関根

康晴、菅井和人、柳原隆

宏、菊池慎二、後藤行延、

佐藤幸夫 

胸壁肺血流による胸膜

癒着予測の前向き検討 

第 62 回日本肺癌学会

学術集会 2021.11.26 
横浜 

WEB 

菊池慎二、皆木健治、岡

村純子、関根康晴、菅井

和人、河村知幸、柳原隆

宏、巻直樹、小林尚寛、

後藤行延、市村秀夫、橋

本諒典、南優子、野口雅

之、佐藤幸夫 

急速に増大した肺巨細

胞癌の 1 切除例 

第 62 回日本肺癌学会

学術集会 2021.11.26 
横浜 

WEB 

小林尚寛、皆木健治、岡

村純子、関根康晴、菅井

和人、河村知幸、柳原隆

宏、菊池慎二、後藤行延、

佐藤幸夫 

腺癌と扁平上皮癌の根

治術後の再発因子の違

い 

について 

第 62 回日本肺癌学会

学術集会 2021.11.26 
横浜 

WEB 

菅井和人、菊池慎二.皆

木健治、岡村純子、関根

康晴、河村知幸、柳原隆

宏、小林尚寛、後藤行延、

佐藤幸夫 

自然経過において急速

増大を認めた成熟奇形

腫の一切除例 

第 62 回日本肺癌学会

学術集会 2021.11.26 
横浜 

WEB 

関根康晴、佐藤沙喜子、

黒田啓介、河村知幸、柳

原隆宏、小林尚寛、菊池

慎二、後藤行延、佐藤幸

夫、明星里沙、佐々木正

浩、河合瞳、松原大祐、

野口雅之 

右前胸部を広範に切除

し再建した胸壁未分化

多形肉腫再発の一切除

例 

第 62 回日本肺癌学会

学術集会 2021.11.26 
横浜 

WEB 

本村昇 

心臓血管外科手術にお

ける人工膵臓を用いた

血糖管理の前向き研究 

第 59 回日本人工臓器

学会大会 2021.11.27 
ヒルトン東京

ベイ 

掛地 吉弘, 北川 雄光, 

瀬戸 泰之 

National Clinical 

Database から見えてく

る内視鏡外科手術の実

像 

第34回 日本内視鏡外

科学会総会 2021.12.2-4 神戸 
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小濱 和貴, 錦織 達人, 

一原 直昭, 宇山 一朗, 

猪股 雅史, 渡邊 昌彦, 

掛地 吉弘, 瀬戸 泰之, 

宮田 裕章, 坂井 義治 

ロボット支援消化管手

術の普及と安全性に関

するNational Clinical 

Databaseを用いた解析 

第34回 日本内視鏡外

科学会総会 2021.12.2-4 神戸 

瀬戸 泰之, 谷島 翔, 李

 基成, 八木 浩一, 愛甲

 丞, 山下 裕玄, 野村 

幸世 

食道胃接合部癌に対す

る内視鏡外科手術の治

療成績と問題点 食道

胃接合部癌に対する内

視鏡外科手術の課題 

第34回 日本内視鏡外

科学会総会 2021.12.2-4 神戸 

宮田 裕章 

データヘルス改革と泌

尿器科の Cross Point

～医療情報システム標

準化に備える 

第109回日本泌尿器

科学会総会 
2021.12.7 神奈川 

八木 浩一, 鳥海 哲郎, 

浦辺 雅之, 吉村 俊太

郎, 李 基成, 谷島 翔, 

奥村 康弘, 野村 幸世, 

瀬戸 泰之 

周術期栄養管理と外科

感染症 胃癌患者の運

動習慣が術後合併症お

よびサルコペニアに与

える影響 

日本外科感染症学会 

第 35回学術集会 2021.12.7-8 福岡 

鳥海 哲郎, 愛甲 丞, 浦

辺 雅之, 吉村 俊太郎, 

李 基成, 谷島 翔, 奥村

 康弘, 八木 浩一, 山下

 裕玄, 野村 幸世, 瀬戸

 泰之 

胃癌術後症例で考える

サルコペニア発症に運

動習慣が与える影響 

第 55 回 日本成人病

(生活習慣病)学会学

術集会 
2022.1.15-16 東京 

瀬戸 泰之 
内科・外科のさらなる協

調を目指して 

第18回 日本消化管学

会総会学術集会 2022.2.11-13 横浜 

原田 真悠水, 田辺 真

彦, 眞田 裕子, 原田 美

由紀, 大須賀 穣, 瀬戸 

泰之 

乳がん患者の妊孕性温

存に対する当院の取り

組み 

第 12回 日本がん・生

殖医療学会学術集会 2022.2.11-13 名古屋 

Sato Ｙ, Seto Y 

Biomarkers by 

integrative 

immunogenomic 

analysis before and 

after nivolumab in 

gastric cancer 

第94回 日本胃癌学会

総会 2022.3.2-4 横浜 

Nomura S, Seto Y 

Immune checkpoint 

inhibitor treatment 

for peritoneal 

dissemination of 

gastric cancer in 

mouse model 

第94回 日本胃癌学会

総会 2022.3.2-4 横浜 
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Zhang CD, Seto Y 

Prediction of tissue 

origin of 

adenocarcinomas of 

esophagogastric 

junction by DNA 

methylation 

第94回 日本胃癌学会

総会 2022.3.2-4 横浜 

浦辺 雅之 
食道扁平上皮癌・胃腺癌

の同時外科的切除 

第94回 日本胃癌学会

総会 2022.3.2-4 横浜 

Okumura Y, Seto Y 

Risk factors of early 

recurrence after 

conversion surgery 

for cStage IV gastric 

cancer 

第94回 日本胃癌学会

総会 2022.3.2-4 横浜 

本村昇 
社会の中での学会機能

連携を考える：JCVSD 

第 52 回日本心臓血管

外科学会学術総会 2022.3.4 
パシフィコ横

浜ノース 

本村昇 

NCD/JCVSD か ら 見 た

COVID-19 感染症による

心臓血管外科診療への

影響 

第 52 回日本心臓血管

外科学会学術総会 2022.3.5 
パシフィコ横

浜ノース 
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